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菊水町教育委員会では、平成9，10年度国庫補助事業により松坂古墳

の確認調査及び報告書作成を進めてまいりました。

松坂古墳は、全国的にも著名な国指定史跡、江田船山古墳及び虚空蔵

塚古墳、塚坊主古墳ｶ：点在する清原台地の南側下段に所在しています。

今回調査いたしました、松坂古墳は丘陵地を利用して築造された前方

後円墳であり、墳長も県下最大クラスに入り、年代は江田船山古墳より

古く、清原古墳群の数世代前の有力者の墓と思われます。また石棺内か

ら出土した人骨6体についても有力者の形質を知る上で貴重な資料とい

えるでしょう。

本報告書が埋蔵文化財の保護、研究に役立てば幸いと存じます。最後

になりました力ざ調査実施に当りまして絶大なるご指導いただいた特別調

査員の先生方、多大なご協力とご理解をいただきました地権者並び関係

各位の皆様に厚くお礼申し上げます。

平成11年3月31 ｢I

菊水町教育委員会

教 育 長 倉 光 菊 生

序



1．本書は熊本県玉名郡菊水町大字瀬川字浦に所在する「松坂古墳」の埋蔵文

化財発掘調査の報告書である。

2．調査は平成9 ･10年度|玉|庫補助として、菊水町教育委員会が調査主体とし

て実施した。

例

3．本書におけるレベル高は標高で記し、図中に使用した方位は真北である。

4．出土遺物、その他|叉1面・写真類など関係書類は菊水町教育委員会で保管し

ている。舟形石棺と箱式石棺は復元をして、元の位置に埋め戻している。

5．本書の執筆は、第I章から第VIまでは坂田博士の指導を受け、益永浩仁が、

第V11･VⅢ章は坂田邦洋ｶざ担当した。本書の編集は益永浩仁ｶざ行った。

6．発掘現場における実測・拓本・測量などの図面作製は、坂田邦洋・益永浩

仁のほか蕃父雅史・福永磨紀（別府大学学生）と坂田邦彦（福岡大学学生）

の協力カヌあった。

7．発掘調査及び本書の作成にあたり、特別調査委員の先生方に御指導、御教

示を頂きました。記して感謝申し上げます。

一
三
口
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は じ め に （ 図 1 ）

松坂古墳は熊本県玉名郡菊水町大字瀬川字浦に所在する。

この古墳は、有名な江田船山古墳、虚空蔵塚古墳ｶ：点在する清原台地の南端段下（船|｣I古
墳から400m )にあり、菊地川は西300 mに北から南に流れ、南は広大な玉名平野の水田地帯
力ざ広力:り、東にはかむろ山、木葉山が東南へ'1'丘ｶ連なる。本古墳はかむろ山から北西に伸
びた舌状丘陵先端部に位置している。

熊本県北部の菊地川流域一帯には、恵まれた自然環境を背景にすぐ･れた古代文化が営まれ
た。その中でも古墳時代は目を引〈もの力㎡ある。菊水町より上流にはチブサン古墳、双子塚
古墳、臼塚古墳等。下流には大坊古墳、永安寺東古墳、山下古墳等数多くの重要遺跡が遠さ

図1 松坂古墳の位置(○印)  l / 25 , ( ) ( ) 0

1

れている。



1 調査に至る経過（図2）

松坂古墳の地形は航空写真や地図を見ると前方後円墳の形をしており、以前から古墳の疑
いがもたれていた。昭和51年、当地の試掘調査力ざ実施された力:、遺構、遺物等が出土せず遺

跡と判明しないまま現在に至った。

平成8年1月、菊水町白石地区の小高い丘を雑木伐採後、土地造成中に石棺が発見され現

I 調 査 経

図2松坂古墳の位置（地名｢松坂｣のI几i南地点､矢印の交点）1／10,000

- 2 -



場責任者から連絡を受けた。町教育委員会では石棺及び人骨数体力罫保存されている事を確認
した。その後、地権者の協力を得て造成工事を中止し、遺跡の保護に向け協議ｶぎ進められた。
遺跡は菊水町大字瀬川字浦に所在しており字松坂は北側に当たる。町文化財調査報告書第

1集「船山」の近隣古墳一覧表の中に当地が「松坂古墳？」と記されていたので、遺跡発見
届出には松坂古墳として通知した。なお字浦と字松坂の字境には松坂横穴群ｶﾇある。
松坂古墳の規模 構造等を明確に把握し、将来の保存対策に備えるため町教育委員会では

熊本県文化課の指導のもと国 県の協力を得て平成9 ･10年度文化庁の国庫補助事業を受け、
「松坂古墳発掘調査」を実施した。発掘調査は平成9年11月4日から開始、平成10年3月26
日終了した。平成10年度には整理作業及び報告書作成を行った。

2 調査の組織（図3）

調 査 主 体 菊 水 町 教 育 委 員 会

調 査 責 任 者 教 育 長 倉 光 菊 生
調 杳 聿 仔 社 会 教 育 課 主 事 益 永 浩 仁

調 査 事 務 局 社 会 教 育 課 長 西 川 義 治 ( H 9 )
〃 永井一誠 ( H 1 0 )

〃 課 長 補 佐 〃 ( H 9 )
〃 道 喜 和 義 ( H 1 0 )

〃 係 長 坂 本 政 光 ( H 9 )
〃 高 木 隆 知

〃 主 査 松 葉 朝 子
ノノ 川 原 博 文 ( H 9 )

〃 主 事 斉 木 隆 雄

特別調査員田辺哲夫（玉名市立歴史博物館長）
小田富士雄（福岡大学教授）

坂田邦洋（別府大学助教授）

島津義昭（熊本県文化課主幹）

発掘作業員小林ツヨミ、森深、赤松實、浦田リッ子、笹渕実子、服部ミヨ子、
杉本ツヤ子、池田等 山口ツタエ、斉木直子、吉川眞佐子、
蕃父稚史、福永磨紀、坂田邦彦

調査指導、助言及び協力者（敬称略、順不同）

甲元眞元（熊本大学教授)、隈昭志（山鹿市立博物館長)、中村幸史郎
（山鹿市立博物館副館長)、前田軍治（山鹿市立出土文化財センター)、
高木恭二（宇土市教育委員会)、西田道世（玉名市教育委員会)、松本1

- 3 -

松本健郎、

調査の組織



洲 査 経 過

図3松坂古墳 l / 1 , ( ) 0 0
- 4



大田幸博、高谷和生（熊本県文化課)、中村修身（北九州市教育委員会)、
斉木剛（(有）斉木工業)、文化財環境整備研究所

地主及び地元協力者

杉本陽介、吉川栄二、山I‾1熊勝、宮本彰子、友口慶次（地元区長)、
杉本三男、益永静守

3 発掘調査の経過（図4）

平成9年10月31H、松坂古墳特別調査委員会を開き調査方針と進行計阿を検討した。調査
は平成9年11月から平成10年3月にかけて行った。以下、調査進行状況を月別に記す。

発掘調査の経過

11月

石棺及びその周辺の調査から開始した。舟形石棺の露出作業!'!に別の組合せ式箱式石棺を
発見、その後石棺2基の相互関係に注意しなｶざら露出、掘込み断面等の作業を進めた。中旬、
石棺を基準にトレンチを設定し人力で掘下げ作業を開始した。

l

熱

／

j（
､ 、

) 5

図4松坂古墳付近の字図 1/1,70( )

- 5 -
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12月

石棺の実測及び石棺内の人骨調査にはいった。人骨調査には特別調査委員の別府大学坂田
邦洋助教授にご協力いただき調査力：スムーズに進行し、舟形石棺から人骨4体、組合せ式箱
式石棺から人骨2体が出土した。また舟形石棺の蓋石取上げ時に併せて記者発表し、後H一
般の方に現地説明会を行った。トレンチ調査も平行して進めた。

1月

トレンチを墳丘（後円部）を中心に設定し掘下げ作業を継続して進めた。墳丘上部（石棺
から半径10m)は盛土であることを確認した。しかし、葺石、埴輪等は出土していないため
墳丘全体の榊造を把握するのに困難を要した。

2月

前方部は1'1央部に墓地、その両側に杉等が植えられているためトレンチの幅を狭く設定し
掘下げ作業を進めた。その一方で後円部トレンチの写真、断面実測を始めた。下旬、後|｣I部
東側のlll林及び前方部南側の田にトレンチを移し掘下げ作業を始めた。

3月

全トレンチの掘下げ作業及び測量、実測、写真等の調査を終了した。その後、特別調査委
員会を開き調査現場にて最終検討を行った。
平成10年度に調査報告書の作成を行った。

4 調査地点（図 5， 6）

調査地は建設省第1I座標系のX = -3070～-4090kmとY = -37110～-37270kmの範囲にあ
り、熊本県玉名郡菊水町大字瀬川字浦646～691番地に位置する。調査に際し土地のご協力を
頂いた地権者の方々は次のとおり。641．649-1 ･ 650 ･ 652番地は杉本陽介氏、636.689-1 ･
691番地は吉川栄二氏、647- 1番地は山l｣熊勝氏、688番地は宮本彰子氏、648- 1番地は地元共
有地（代表友口慶次氏)。

- 6 -

調 査 経 過
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調 査 経 過

1．020

図6後円部墳頂付近の測量図（発掘開始時）1／20(）

- q -



トレンチの位置一覧

’ 第28トレンチ

- 1 0 -

I

トレンチ名 地 番 |幅×長さ

第 1トレンチ 650 8 m × 8 m

第 2 トレンチ 641．646．650 2 m × 3 6 m

第 3 トレンチ 646．650 2 m × 4 0 m

第 4トレンチ 650 2 m × 2 5 m

第 5トレンチ 649-2．650 2 m × 2 0 m

第 6 トレンチ 649-2 2 m × 8 m

第 7トレンチ 649-2 2 m × 1 5 m

第 8トレンチ 6 4 9 - 2 2 m × 1 8 m

鋪 q ト レ ン チ 65 0 m × 1 0 m３

第10トレンチ 652 2 m × 3 m

第11トレンチ 652 2 m × 5 m

第12トレンチ 公 ｢ ー n

o、乙 1 m × 1 2m

第13トレンチ 652 1 m × 1 7 m

第14トレンチ 65２ 2 m × 2 1 m

第15トレンチ 646 2 m × 5 m

第16トレンチ 646．650 東 西 1 0 m 南 北 8 m

第17トレンチ 648-1 1 ． 5 m × 5 m

第18トレンチ 648-1 1 ． 5 m × 5 m

第 1 9 ト レン チ 648 - 1 1 ． 5 m × 5 m

第20トレンチ 648-1 1．5m×4．5m

第21トレンチ 646 . 648 - 1 2 m × 2 2 m

節22トレンチ 647-1 1 m × 3 m

第23トレンチ 648-1 1 m × 8 m

第24トレンチ 648-1 1 m × 6 m

第25トレンチ 689-1．691 8 m × 7 m  1 2 m

第26トレンチ 691 2 m × 3 ( ) 、

第27トレンチ 648 - 1 . 6 8 8 2 m × 1 5 m

641 2 m × 6 m
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I I 古墳の築造

lトレンチの設定（図7）
松坂古墳は、いわゆる古墳であるのか、自然の|｣1項部に石棺を埋めただけのことなのか、

発掘前にはどちらも考えられた。様 な々結果を予想して、各地点にトレンチを設定した。ト
レンチは第1トレンチから第28トレンチまで設定した。第1～8トレンチは盛土の有無と、
墳形確認のために設定した。第7．16･ 17トレンチは前方後円墳の前方部と後円部の〈ぴれ
部を確認のため設定した。第9トレンチは後円部から前方部平坦面への移行部を確認するた
めに設定した。第18～27トレンチは前方部の広がりと各段築面を確認のため設定した。第25
トレンチは前方部の前端線を確認するため、第26トレンチは前方部の南角を確認するために
設定した。第12～14トレンチは陸橋部に古墳の段築が設けられているかどうかを確認するた
め設定した。

ところで、松坂古墳は主軸が西南西方向に向いているけれども、報告に当たって便宜上、
主軸を束一西方|句に置いて、各地点の方位を表現している。例えば、前方部の前端は「,Ii墳
の西端に南北方向、前方部の北角・南角｣、「石棺東側・西側」の様である。

2 第1トレンチ（図7）
墳項部の石棺附近は、石棺を中心に8m四方にトレンチを設定した。

出していたので、トレンチはそれほど深く掘り下げる必要はなかった。
確認の為、トレンチ内に、さらにIIII180cmの溝を3本設定した。

3第2トレンチ（図8、図版8）
北側に幅2m×長さ36mの第2トレンチを設定して段築と盛土の様子を探った。墳頂から

7～8m外側には、最も厚い所で1mほどの盛土（第2層）がみられた。盛土の中には木の
葉、笹の葉、竹、潅木が切り倒されていた。石棺付近（第1トレンチ）は地|｣｣のローム牌が
露出するまで削られて、その上に山砂（旧菊地川堆積層）が盛土されていた。山砂はローム
層の下に自然堆積している。墳形を整えるために削り取った山砂を墳頂（後円部）に盛土し
たらしい。古墳が造られる以前の墳頂付近は竹や潅木が繁っていて、いわゆる藪になってい
たらしい。それを切り開いて表土層と共に周辺に削り落として、さらにその上に盛土を行っ
たらしい。そのため、第2～8トレンチでは第2層が確認された。｜叉1版15は第2層中の植物
である。

第3～10層は褐色～黒褐色の粘質砂層であるが、段築ｶ罫完成した後に堆積した層である。

舟形石棺は棺蓋が露

土擴の掘り込み線を
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図7発掘トレンチの位置（数字はトレンチ番号)  1/80()
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第11層は地山（山砂)。段築の1段・2段の傾斜面と平坦面、3段の平坦面と、4段の傾斜面
の一部力餅確認された。1段傾斜面の下部は基盤の凝灰岩を掘鑿していた。段築の造出に当た
っては、基本的に地山（山砂）を削り落として形を整えている。ただし後円部墳項の第4段
上半分は、その削り取った地山で盛土をしている。段築は4段であった。後円部の第4段傾
斜而は中位程で前方部の第4段傾斜面に移行する。第4段築平坦面が墳項になり、石棺が埋
められる。第2トレンチによって、後円部の外郭線を確認することができると共に、段築の
位置と高さから、後円部の各段築の規模、つまり大きさと段数を知ることができる。

4 第3トレンチ（図9、図版9）
第3トレンチは墳丘の北東方向に幅2m、長さ40m設定した。第2層は旧表土層と、墳項

を削って、落とされてきた旧表土層である。第4段の段築の上半部（後円部墳項の上半分）
は盛土であったが、その外は地山を削り出して外形を整えているため、トレンチに盛土力苛ほ
とんどないのはその為であるし、墳丘が後世になって流れ落ちた部分もみられる。第3層は
ローム層で、第4層は地山（山砂)。3段の段築平坦面と4段の傾斜面の一部が確認された。
4段の傾斜面はそのまま上がって墳頂の平坦面（4段平坦面）に達することから、墳項付近
の盛土力ざほとんど流失していることがわかる。第1～2段築は完全に流失している。

5第4トレンチ（図10、図版9)
第4トレンチは墳丘の東側に|152m、長さ25m設定した。第1～6層は竹や潅木の混った

黒褐色粘質礫層で、墳頂付近から削平されて落とされてきた土と、旧表土層の盛土である。
地すべりで急傾斜になっており、段築は確認できなかった。

6第5トレンチ（図10、図版10)
第5トレンチは墳丘の南側に、幅2m、長さ20m設定した。第2～4層は盛土である力ざ墳

項を削って落とされてきた土と旧表土層である。木の葉、笹の葉力罫多数出土した（図版15)
第5トレンチの墳頂に近い所(1IE 2×長さ4m)の盛土の中からヒトの足跡が多数発見され
たので、後章に報告している。第9層の地山を削り落として墳形を整えている。トレンチの
東壁は工事の重機によって掘り込まれていたけれども、西壁は保存が良かったので、断面図
は東壁であるカゴ、A～Dの4段傾斜の線は西壁のそれを移し変えて作図したものである。3
段傾斜と3段平坦、それに4段傾斜面が確認された。
第5トレンチ拡張区（図10、図版10)は旧地表面（第5．6層）と、その上の盛土（第1

～4層）の状況力:良く遣っていた。特に旧表土層から土師器の甕が出土した。この土器は古
墳築造と関わりがあるらしい。4世紀後半に編年される（図28、図版24）

ト レン チ
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7 第6トレンチ（図10)
幅2m、長さ8mの第6トレンチを西側に設定した。第1～4層は褐色粘質砂礫層で、い

ずれも盛土であった。

8第7トレンチ（図11、図版10)
墳丘の南西にII52 m、長さ15m設定したｶず、その後、さらに西端を拡張（第11図の第7ト

レンチの部分）した。第7トレンチで、前方後円墳の後円部から前方部へ移行する〈ぴれ部
力罫確認できた。第3段の平坦面が4段傾斜に移る所のくびれである。地山を削り出している。
左右対称の位置（第16トレンチ）からも第3段のくぴれ部が、さらに第17トレンチからは第
2段のくぴれ部ｶ蔀出ているので、松坂古墳が前方後円墳であろうと考えるようになった。

9第8トレンチ（図12 )

第8トレンチは墳丘の西側にII52 m、長さ18m設定した。第1．2層は盛土（黒褐色粘土
層)、第3層はローム層、第4層は地山（旧菊地川堆積砂礫層)。盛土の途中でピットが掘ら
れて祭祀が行われている（図30)。

10 第9トレンチ（図l1、図版11)
後円部から前方部に移る主軸線上付近に舌状の低い高まり（突起）がみられたので、第9
トレンチ（幅3m、長さ10m)を設定した。後円部から前方部に向かって（西向き）長さ3.
5m、｜幅（南北)  3m(推定）の舌状（台状）の突起が確認された。上面は流失していたけれ
ども、現状の高さは60cmほどである。前方部の平坦面(4段平坦面）に向かって後円部の4
段傾斜面の中程から台状の突起ｶざ築かれていたらしい。さらに前方部平坦面の高さを知るこ
とができる。

11 第10･11トレンチ（図12)
652番地に第10･11トレンチを設定した(2×3，2×5m)。陸橋の向い側の山手になる

ため、もしかして祭祀場力ざあるのではないかと考え発掘したものの、すぐ地山に達してしま
い、遺物は何一つ出なかった。

12 第12トレンチ（図12)
652番地の陸橋の部分に第12-14トレンチを設定した。陸橋の部分は段状になっている。1

段低い所に第12トレンチを設定した(幅1m、長さ12m )。第2層（暗褐色土層）と第3層（暗
褐色粘質土層）は、古墳築造後に堆積した層。第4層（黒褐色土層）は1段に相当する面に
堆積している。2段傾斜面が確認される。1段の傾斜と平坦面は濠の底と同じ面になってい
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る。陸橋の部分では2段と3段は直径だけは一致させたものの、高さは低くして形式的な段
状に仕上げている。

13 第13トレンチ（図12、図版11)
陸橋の最も高い平坦面に第13トレンチ(1151m、長さ17m)を設定した。第2層（暗褐色

粘質土層)、第3層茶褐色粘質土層、第4層(褐色粘質土層)は古墳築造後に堆積。第5層(晴
褐色粘質土層）と第6層（黒褐色粘質土層）は基壇に相当する1段（濠）に堆積した牌。第
7～9層は2段平坦と3段傾斜面の角に流れ込んで堆積した層。2段傾斜と2段平坦面は低
くなっているが、段築の直径は合っている。山側は階段状（2段以上）に高くなっている。

1段は第12･ 14トレンチと同様に平坦面で濠の底と同じようになっている。

14 第14トレンチ（図12)
陸橋の最上段のI|1央付近に第13トレンチを設定したが、第14トレンチは同じレベルの西側

の段落ち部分を削り落として段築を確認した。長さ21m。第2．3層は13トレンチと同じ。
第4．5層は13トレンチの5･6層に相当。3段傾斜面の一部と、2段平坦面 2段傾斜面、
1段に相当する最下面の平坦面、その外側は階段（2段）になっている。

15 第15トレンチ（図11、図版12）
第15トレンチ(IIM 2 m、長さ5m)は後円部の3段平坦面と4段傾斜面を確認するため推

定線上に設定したところ、そのとおりの地点で確認できた。|X111は断面図(右)と平面図(左）
である。3段平坦而が4段傾斜に移行する円形の輪郭の一部と傾斜面が出ている。

16 第16トレンチ（図11、図版12)
ここには古墳へ登る仮設の階段を設けていたｶず、〈ぴれ部を露出するために階段を取りは

ずした。南北8m、東西10mの区画を設定して地山まで露出した。元の階段の位置に〈ぴれ
部を想定していたけれども、くびれ部はそれより西へ3mほどずれてあった。図1lは3段平
坦面から4段傾斜に移る〈びれ部である。4段傾斜は中位で前方部4段傾斜面へ移行する。
残り上半分がそのまま立ち上ｶざって後|リ部の4段平坦面（墳頂平坦面）に続く。|Xlllは、前
方部の4段傾斜Ihiのうち高さ1mほどが観察できる。第7トレンチのくびれ部とは、高さが
一致しているし、主軸線の左右対称に位置している。

17 第17トレンチ（図13、図版12)
第17トレンチは|IM1 . 5、長さ5m設定した。2段平坦向とくびれ部ｶ丁出土した。しかも、

びれの所にl llllの柱穴ｶざあった。築造の際に基準の柱力:立てられていたのかもしれない。

ト レン チ
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段平坦而の高さと第2トレンチの2段平坦面の高さが一致している。

18 第18トレンチ（図13）
前方部の段築を探すために幅1.5m、長さ5m設定した。第2層(暗褐色土層)、第3層(褐

色土層)、第4層（黒褐色土層)、第5層はローム層。2段平坦面と3段傾斜面の一部が確認
された。2段平坦面と3段傾斜面の一部が確認された。2段平坦面のレベルは第2 ･17トレ
ンチのそれと同じ高さになっている。

19 第19トレンチ（図13)
第19トレンチは3段築を確認のため設定した(IIM1 . 5m、長さ5m)。第3層（黒褐色粘質

土層）と第4層（褐色粘質土層）は前方部の盛土層の一部。第2層（黒褐色粘質土層）は段
築を直接種っている土層。3段平坦而と4段傾斜面が出ている。これは第16トレンチのくび
れに連続する。4段傾斜面はそのまま上がって前方部の最_t段(4段）の平坦面に達する。

20 第20トレンチ（図13)
第20トレンチはIIH1 . 5'n、長さ4.5m設定した。第2層（黒色土層）は後|ltに堆積した層。

第3．4層（暗褐色土層）は段築を覆っているので古い頃に堆積した層と思われる。3段平
坦面(IIm1 .2m)と3段傾斜それに4段傾斜の一部が確認できた。

21 第21トレンチ（図14、図版13)
第21トレンチは前方部の北側で最も保存の良い場所に設定した(幅2m､長さ22m)。第1･

2層は後''1に前方部の3．4段の土ｶ落ちてきたもの。第3層（灰褐色土層)、第4層（黒灰
色土層）は段築を覆っている。段築は相当流失していてたけれども、2段平坦面、3段傾斜
面、2段傾斜面、1段傾斜面が確認された。特に1段（基壇）の傾斜面の始まり（古墳の外
郭線）付近は凝灰埖|を掘鑿して外郭線を明瞭に表現している。もちろん、その部分にノミの
痕が遺されていた（図46)。前方部の西半分では、四段目（段築）は完全に流失（削平）され
ていることがわかった。3段平坦面に相当する高さ力葡、現在平坦になっており墓地が営まれ
ている。

22 第22トレンチ（図13、図版13)
第21トレンチで前方部の北側外郭線が確認されたので、字647- 1番地に第22トレンチ(IIm 1

m、長さ3m)を設定して外郭線を確認できれば、前方後円聴力Nより確実になる。1段傾斜
面が確認され、やはり凝灰岩を掘鑿して外郭線を造っていた。第5層は凝灰岩礫混りの土層
であった。平坦面は濠の底ということになる力ざ、この先は2m以上の崖になって落ちている

- 2 1 -
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古噴の築造

図14

ワ Q
白 』

／

／

I

l

l
l

l
l

I
l

l
l

l
l

l

l

l

F

l
l
l

／ ノ ／ ／
／ ′ ノ

I

r

l

l

l

I
I

l

i

/グ

／

而祁f

E

雪

祁而！
記

’ 1

／

／

I

‐ｌ
イ
‐ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｅ
雪

烏
［
、
［
 
国
回
壷
卜
入
当
一
員
冊
三
国

Ｅ
勾
勾
１
１
‐

Ｅ
（
当

Ｉ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｅ
屋
［
一

Ｊ



ので(現在の水田面)、本当の意味の濠はそこになるだろう。古墳の北側の外郭線付近は
んとど凝灰岩を掘鑿しているので、第5層はそれらが流れて来て堆積したのであろう。

23 第23．24トレンチ（図15）
第23．24トレンチは前方部の前端の段築を確認のため設定した。この場所は前方部端から

ずいぶん中に入った地点にあるため、段築がもともと無い所だった。

24 第25トレンチ（図16、図版14)
第25トレンチ（8×7m)付近で前方部の前端外郭線が確認できるのではないかと思い、

字689-1.691番地に設定した。第1．2層は近年の埋土。第3層は水田層。第4層は濠の底
に担当する。近世になって古墳を削って（凝灰岩を掘鑿）水田を拡張している。その際瑞盤
に水路を設けている。第3層は近世の水田層に相当する。古墳の濠は凝灰岩を掘鑿しており、

濠の底にノミの痕力ざ多数みられる。濠は大部分が水田によって削平されている。濠の傾斜線
の角度をそのまま延長して、1段（基壇）の外郭線(12m点）までたどった所が、前方部の
前端外郭線にあたる。前方部の前端線の位置が推定できたので前方後円墳の墳長力欝推定ｶ㎡可
能になった。

25 第26トレンチ（図17、図版14）
字691番地の水田にIIR2m、長さ30mの第26トレンチを設定した。この付近は前方部の南角

の推定値である。第2層は近代の埋土。第3．4層は旧水田面。第4層は溝の跡で灰黄色粘
土層。第6～11層は灰～灰褐色の粘土層。第15．16層は青灰色混砂粘土層。第17層は砂礫層。
第17層は菊地川の堆積によるもので、ローリングした弥生式土器片が3点出土した。弥生時
代頃の河原であったらしい。第15.16層は青色をして特徴があり、同じレベル(9m前後）
で、古墳の西、北側一帯に拡がっている。第12層（明茶褐色粘土層)、第13層（灰茶褐色粘土
層)、第14層（灰褐色粘土層)。第12～14層は濠の底に堆積した土層と考えられる。濠の掘込
み線が確認される。濠底より薄手の土師器壺の口縁部の小片力ざ2点出土した。濠の傾斜の延
長線上に外郭線が位置することになる。この地点は、前方部南側の南角（隅）附近ではない
かと思われる。

第28トレンチ(641番地)の地層は第26トレンチと同じだった(幅2m、長さ6m)。第12～14

層に相当する層は第28トレンチではlmほどの厚さがあった。その層の中から倒木が発見さ
れた。おそらく古墳から倒れ込んだのであろう。この木のC'4年代はA.D.600±60年(GAK-
1 9978、補正後の値)であった。古墳が築造された後に古墳に植わっていた木が濠の中へ倒れ
込んだものと考えられる。第26トレンチの濠が埋まっていく時期も、同じ地層だから、その
頃かと思われる。

ほ

ト レン チ
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古墳の築造
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図15 第23(右）・24(左）トレンチ断面図 1/120
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26 第27トレンチ（図18)
第27トレンチは前方部の南側に設定した。段築の保存が最も良さそうな場所を選んだ。幅

2m、長さ15m。第2層（黒褐色土層)、第3層（暗褐色土層)、第4層（暗褐色砂質土層)、
第5層褐色砂質土質層、第6層（暗褐色砂礫土層)、第7層（砂礫層)。1段の平坦面（幅25
m)があって、1段傾斜は僅かで、崖になって、その下は現在の水|11面。2段傾斜面(IIM 3
m、高さ2m)と平坦面(IIH1.6m)｡ 3段目傾斜（推定IIIW3m、高さ2.8m)｡  3段'二|の平坦
1mの一部が確認できた。

図18 第27トレンチ断面図 l/120

、
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1 古墳の形（図19）

1 地 層

松坂古墳は菊地川に向かって西方向に突きll'!た自然の山を利用していた。基盤に阿蘇第4
火砕流の凝灰岩ｶざある。凝灰岩は13m (標高13m・以下同じ）付近まである。その上に旧菊
地川の川床に当たる砂礫層（地l｣I、山砂）力：標高26mまで13m程の厚さ堆積している。その
-上にローム層力ざ1mほどある。舟形石棺の最高所は28m付近であるし、土擴の中に旧表土の
腐蝕土が全くなくて、27mより上はul砂の盛土になっている。工事前の地表面は現地表面(盛
土最高所）よりも、さらにlmほど高かったので、地|｣」(11 1砂）の盛土は29mまで2m程の
厚さ(29 - 27m)あったらしい。29m付近力苛後円部墳頂の平坦面であったろうと推測される。
松坂古墳の築造に当たっては、基本的には地山を削り出して行って墳形を整えている。後

円部の墳項付近は少なくとも2mは山砂力罫盛土された。石棺から6～7mほど離れた付近で
は3m程盛土されたらしい。前方部は、第21･27トレンチの第3段築最上面に廃土の一部が
みられるので、4段築（高さ2 m+)は多く力ざ盛土になっていたらしい。

2 陸 橋

後円部の東南は陸橋によって後背の山に連なっている。近世に4段の畑（現在は杉山）に
開墾されている。畑の段と古墳の段築に関わりがあるのではないかと考え第12-14トレンチ
を設定してみた。陸橋の部分では、第1段築と第2段築は直径だけ合わせて、高さは低く形
式的であることが判明した。しかも段築は最高所の第13トレンチが高くて、両脇（第12．14
トレンチ）の方はなめらかに低くなっていた。このことから、陸橋の部分は、本来なら深く
掘り下げて、切り通しにして、そこにも同じ規模の段築を造出すべきであった。しかし松坂
-1},墳の場合は、自然になだらかになっていた陸橋部をそれほど改造せずに、段築の直径だけ
は一致させた、低い段築をめぐらしていた。陸橋部は幅50m・高さ7mもあるため、切り通
しにすることを諦めて、比較的浅い満で済ましたものらしい。

3 段 築 の 形

工事によって石棺力罫発見される以前の松坂古墳は、前方後円墳の疑いはあるものの自然の
1 1_1ではないだろうかと考えられてきた。試掘も行われたが古墳の確認はできていない。たま
たま工事中に石棺が発見され、古墳であることは確実になったが、はたして自然の山頂を利
用して石棺だけ埋めたのか、いわゆる古墳なのか力ざ問題となった。古墳であれば円墳なのか、
昔から疑問視されてきた前方後PI墳であるのか、はっきりさせなければいけなくなった。発
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掘では墳形にとらわれることなく、なるべく多くのトレンチを入れて、段築（墳形）の確認
に努力した。松坂古墳では葺石や地輪が使用されていなくて、地山を削りll!1しただけの段築
であったし、土器（遺物）も第2トレンチ墳頂付近と第5トレンチ墳項付近から3個体出土
しただけであった。段築であることを、高さの一致や、大きさの一致、配置などの規格性で
証明することになった。

l 第1段築（後円部）
第2トレンチにおいて第1段築力ざ完全な形で発掘された。，段傾斜面の下点は古墳の外郭

線に相当する。凝灰岩が掘鑿されて外郭線ができている。外郭線の高さは標高12.8m｡  1段
傾斜面のII54.3m･高さ2．5m、1段平坦面の幅2.7m｡  l段築平坦面の高さは標高15.3m (12.
8＋2.5)。第12-14トレンチで1段築の外郭線が確認されている。各トレンチの外郭線から後
円部の直径力ざ推定できた。後円部の直径は82mになるらしい。1段平坦面と傾斜の角付近の
直径75m、1段平坦面ｶ㎡2段傾斜面に移る所(2段築の外側線）は直径70.51n｡  l段築の平
坦面のIIIWは平均2.3m。

2第1段築（前方部）
前方部の外郭線は第21．22トレンチで確認された。やはり靴灰岩を掘繋して外郭を形成し

ている。しかも当然のことな力㎡らi'ljトレンチの外郭線は直線になっているから、前方後|]I墳
の前方部の北側線を押さえること力rできた。両トレンチの外郭線の高さは標高12mであるか
ら、第2トレンチのそれより80cmほど低い。第21トレンチで1段築力ざ推定復元されたが、そ
れによると、1段傾斜1mの幅4m・高さ2.5m、l段築平坦1ni lli'ii2.4mと推定される。後I'I部
のl段築と前方部のそれは、大きさ及び高さがほぼ一致している。
第27トレンチからも1段築ｶ：同じ高さ、幅で確認されたので、前方部のi川と方向が決まっ

てくる。

第25トレンチでは前方部前端の濠の底が、掘鑿されていたので、この濠の傾斜にそって標
高12m付近まで上ぼらした所に、前方部の前端外郭線を推定することができる。以上の結果、
前方部の外郭の大きさは、〈びれ部のIIIH58m、liij方部長64m、前方部II569 mと推定される。
前方外郭線は前方にl i'lかって僅かに開いている(3.5度)。前端外郭線は濠底の傾斜からの復
元であるから±4m程西か東にずれる（前方部長64±4m)かもしれない。

3 第2段築（後円部）
第2トレンチで第2段築力罫完全な形で確認された。2段傾斜面の幅2.3m ･高さ3.1m｡ 2

段築平坦面の幅4.5m(標高18.4m地点)。2段築は陸橋部分（第12-14トレンチ）でも確認

- 2 9 -
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されたが、ここでは直径だけ合わせて、小さな段が築かれていた。これによって2段築の直
径を推定することができた。2段築の直径は、外側（傾斜面の‾ド端)  70.5m、平坦面から傾
斜に移る角付近の直径66m、2段平坦面が3段傾斜面に移る所(3段築の外側）の直径57m c
平坦面の幅4.5m (標高18.4m)｡

4 < ぴ れ 部
第17トレンチで第2段築平坦面の〈ぴれ部力ざ確認された。くびれ部は標高18.8m付近にあ

るので、第2トレンチの2段平坦面より40cmほど商〈なっている。高さがほぼ一致している
ので2段築の〈びれ部と考えられる。平坦面の幅は2.2+mである。第17トレンチで第2段築
の、第7．16トレンチで第3段築のくびれ部が確認できたので、前方部の復元が可能になっ
た。

5 第2段築（前方部）
第18･21トレンチで第2段築力ざ確認された。第18トレンチでは、2段築の平坦面はIm2.4+

m、高さは標高18.5m前後である。くびれ部よI)僅かに低くなっているが、後円部と同じ高
さになっている。21トレンチの2段築の平坦面は流れていて傾斜しているので正確には測れ
ないけれども、IIR4 .5mと推定され、高さは標高19m付近である。
第27トレンチは前方部の南側にある。第2段築は傾斜面の幅3m.高さ2.2m｡  2段平坦面

はlliii1 . 6m。高さは標高18mにあるので、北側の平坦面より50cm低くなっているし、幅も狭く
なっている。

前方部の2段築の大きさは次のように推定される。くぴれ部の|Ig48m、前方部長62m、前
j部幅57m･平坦面のI脇4.5m・高さは標高18 . 5mliij後。

6 第3段築（後円部）
第2トレンチの第3段築は、傾斜l iliのIIH3m.商さ3．1m･平坦面の|153 m・平坦面の高さ

は標高22m｡  3段築は第3･4･5･15卜レンチと陸橋の部分でも確認されているので直径
を推定すること力:できる。3段築の外側の直径は57m･平坦面と傾斜面の角付近の直径51m．
3段平坦面から4段傾斜Ⅲiに移る所（4段築の外側）の直径48m。

7 〈 び れ 部
第7．16トレンチで第3段築の〈びれ部が確認できた。3段築の平坦面の外側半分は流失

していたが、4段傾斜面が高さ1mなど（第16トレンチ)確認された。4段傾斜面の‾ド端(3
段築平坦而ｶ㎡4段傾斜への移行部）のくびれが、左右同じ高さ(22m)にくる。くびれから
厳後の4段築の傾斜面が立ち'二ｶ㎡っていく。途｢|'から前方部の4段傾斜が別れていく。残り

- 3 0 -
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はそのまま上がって後円部の墳頂を形成する。第9トレンチからは後円部から前方に向かっ
て台状（舌状）の突起力㎡出ている。その下端線が確認された。この地点の高さが24mである
から、前方部4段平坦面と後|]1部と接する点は標高24mと考えられ、くびれ部力ざ標高22mで
あったから、前方部の後円部寄りの4段築の高さは2mと考えられる。〈びれ部の幅26m。

8第3段築（前方部）
第19．20･27トレンチの第3段築平坦面は20.7m前後の尚さにあって、第3．5．13トレ

ンチの後円部の3段築は標高20.5mの高さにある。〈ぴれ部力翻1mほど高くなって、他はそ
の分低くなっている。傾斜面のIIH3. 4m、高さ3m・平坦面のII53 m。

第21トレンチでは3段築傾斜面の下半分が出ている。3段築の高さが後円部の3mと同じ
と考えられるから、3段平坦面は標高22m付近にくることになる。3段築の平坦面はくびれ
部と同じ高さになるので、前方部の3段平坦面はほぼ水平になるらしい。3段築の前方部の
大きさは、長さ59m、前方部幅45m。

9第4段築（後円部）
後円部の第4段築傾斜面の下端は、第2．3．5．15トレンチで確認された。それによる

と、直径は47mになる。高さは標高22m点にある。それから墳長にli'lかつて立ち上がってい
く。墳項は高さは標高29mと推定される（前述)。第4段築の傾斜はおよそ30度前後であっ
た。4段築の高さが7mで、傾斜角度が30度前後である。計算により、後円部墳頂の平坦mi
（4段平坦面）の直径は25mになる。4段傾斜面のi隔1lm･

第9トレンチにより前方部平坦面の後'II部寄りの高さ力ざ標高24mであったから、第4段築
は下3分の1のあたりから前方部4段傾斜へ移行する。

後円部の4段築は7mの高さあるけれども、下3分の2は地山を削り取っており、削り取
った山砂を盛土（上3分の1)している。墳頂付近（第1トレンチ）では27mより上がlll砂
の盛土であるから、盛土は2m程と思われる。石棺から6～7m離れた地点の盛土は3m程
になる。墳頂平坦rIiの角（傾斜|血iに移行する所）は石棺から12～13m付近に推定されるが、
ここでの盛土の厚さは4mと推定される。

1 0 〈 び れ 部
4段築のくぴれ部は高さが標高22m点にあり

1幅は14m。

11 第4段築（前方部）
前方部の第4段築は第19･20トレンチで確認されている。第4段築の場所に現在は墓地が
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松坂古墳の復元

その幅は26m、前方部平坦面の〈ぴれ部の



営まれている。墓地の面は標高21～23m付近である。第4段築は傾斜IIH3m、高さ2mと推
定される。前方部前端付近の第21トレンチでは、現在の墓地の面が第3段築の平坦面（の高
さ）に相当する。前方部平坦面（第4段築平坦面）が後円部と接する所（第9トレンチ）が
標高24mであったから、第4段築が水平に築造されていたとすれば、現在の前方部は1～3
mほど削平されていることになる。前方部墳項は、少しは高くなっていただろうから、3m
以上は削平されているだろう。前方端（前方部の墳頂）の高さを推測する材料がない。4段
築前方部長57m、前方部|IE34m｡ 4段平坦面(前方部平坦面、墳項）は長さ55m、IE22m (b,
ずれも推定)。第21.27トレンチでは第3段築の最上部に盛土がみられるので、4段築は多く
力薗盛土になっていたらしい。盛土の高さ（厚さ）は、4段築の高さが2m+であるから、そ
れ位であったろう。

1 2 形の変化
松坂古墳の後円部は現在急傾斜になっている力曾、それは土砂が流失したためである。前方

部の前端と南角付近力ざ大きく削')取られて崖Imになっている。近年こそ少なくなったものの
菊地川の氾濫によって侵蝕されること力ざあったようだし、水田の拡張によっても掘鑿された
り、道路改修時に切り崩したりしたため、前方部が現在のように変形（小さく）してしまっ
た。

3 松坂古墳の形と大きさ

l 古 墳 の 形
松坂古墳には葺石や|リ筒埴輪力：使用されなくて、地ljIを削り取った段築だけであった。そ

のため段築が古墳のものか、後肚（例えば畑作開墾、山城）に出来たものか慎重にならざる
を得なかった。段築には規格性があって左右対称に築かれていることから、松坂古墳は前方
後円墳と考えられた。しかも古墳時代以外の遺構・遺物は一点も出土していない。
松坂古墳の築造は、基本的には地山（山砂）を削り取って古墳の形を整えていた。段築は

第1段築から第4段築まで、4つの段築でできていた。ただし第1段築はほぼ前周にめぐら
されていたものの、陸橋部では濠に相当するような平坦面に仕上げられていて、形式的にも
段築になっていなかった。このことから、第1段築は元来、基壇（段）に相当するのではな
いかとも考えられる。松坂古墳は基壇の上に3段築成の|1il方後|｣l墳であったようだ。

2 大 き さ
各トレンチに第1～4段築が現れているので、それらを結んで墳形を復元した。
主軸方向 N -105度-W (Nは真北、真西方向から15度南より）
墳長 134m (前方部端が、濠からの推測点であるから、±4m程の誤差があるかもし
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れない）

後I1」部直径82m ･高さ17m  (標高29m )・水田からの比高18m・
前 方 部長さ64m ･幅69m .高さ12m (標高24m)。
〈びれ部li558 m・高さ12m (標高24m )。
墳項平坦面の直径25m (後円部直径比30% )

なお濠は古墳に近い方では凝灰岩を掘鑿したり、掘り込んだりしている。しかし外側は自
然の地形を利用したらしく、濠の外堤は特に設けなかったようである。

松坂古墳の復元
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1 石 棺の構築

1 V 石 棺

l 舟形石棺と箱式石棺
松坂古墳の後円部の墳項から阿蘇溶結凝灰岩製の（図20、図版16)舟形石棺と箱式石棺力ざ

一基ずつ出土した。舟形石棺は後円部の中心点に位置していた。正確にいえば舟形石棺の西
側縄掛突起の位置が中心点に当たる。両石柁はほぼ平行に並んで構築されていた。舟形石棺
は主軸がN -53度-Eになる。古墳の主軸がN -105度-Wであるから、古墳の主軸とは22度
南にずれている。箱式石棺はN -58度-Eになる。舟形石棺とは5度ずれている。古墳の主
軸とは17度南にずれている。舟形石棺は工事中既に発見されていたけれども、箱式石棺は発
掘調査で新たに発見された。
舟形石棺と箱式石棺の土擴（墓擴）の切り合い関係を調べるため、縦断面と横断面を観察

した。図20の横断面によれば、まず最初に舟形石棺を埋めるために土擴lが掘り込まれる。
舟形石柑を土壌内に安置して1号人骨を埋葬して蓋を閉めて、棺身の舟くりの所まで山砂を
埋めて、舟くりから棺蓋にかけて青色粘土（図中の斜線の部分）で密封する。次に箱式石棺
の土壌を掘り込む。この時に舟形石棺の土擴と青色粘土に食い込んでいる。箱式石棺には既
に白骨化していた5．6号人骨が、それぞれ東側と西側にまとめて集骨状態で納められ、蓋
がなされ、同じく青色粘土で密封された。その後舟形石棺は、土擴線2力罫掘り込まれ、次い
で土擬線3，最後に土擴線4が掘られている。舟形石棺には4体力ざ埋葬され、1→2→3→
4号人骨のl1頂に追葬されていた。土擴線2(2号人骨）→土壌線3(3号人骨）→土擴線4
（4号人骨）は、それぞれの人骨を追葬するために土壌を棚って蓋を開いて追葬した為と,1g，

われる。

棺蓋のill'j側にある縄掛突起は、追葬のたびに持ち上げられたため折れてしまって、最後(4
号人骨の追葬）には、蓋と突起を粘土で接着して埋め戻していた。
舟形石棺と箱式石棺の先後関係は、舟形石棺の後に箱式石棺が築かれたことになる。しか

し、屍体の埋葬順番でいえば、舟形1号人骨→箱式5．6号人骨（同時）→舟形2号→舟形
3号→舟形4号人骨の順番になる。

2 舟形石棺（図21～25、図版19～23）

l 舟形石棺（棺蓋）（図21．23）
棟部は多くが重機によって削り取られていたが、東側力ざ保存されていた。棟は尖っていて、

平坦にならない。屋根（斜面）は直線的（ほぼ水平)。軒先は．字形に突出する所が多いもの
の、加工が過ぎて＞字形になった軒先の筒所もみられる(断面図実測図参照、図33)。斜面と
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図21 舟形石棺平面図 1 /20
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軒先の境に小さな平坦の段ができる。棺

身との接合部分はU字形突起になり、幅

1Ocm ･高さ10cmの接|_1面になっている。

棺蓋の小口両側に円柱状の縄掛突起を造

り出している。東側の縄掛突起は20×20

cm、西側のそれは20×28cm程あり、西側

の方力:大きい。縄掛突起の項部付近は屋

根に合わせて小さな家形（三角）になっ

ている。蓋の内側は頂部が丸味をもった

平坦（幅10cm)になっている、深さ2 7cm・

蓋の長側辺はほんの倣かに丸味をもって

膨らんで(2cm膨長）いるものの、ほと

んど直線に近い。

東側縄掛突起の長さ23cm、西側のそれ

は18cm・棺蓋の（屋根の部分）長さ235

cm･棺蓋の総長276cm・棺蓋の|幅は、東端

81cm、西端75cm、最大II585cm･棺蓋の内

側の大きさ。接口面の長さ226cm、|幅は東

端60cm ･中位73cm・西端50cm・接口面の

内側は、長さ196cm、｜隅は東端41cm ･中位

53cm・西端32cm・屋根の内側は、棟の長

さ155cm､棟の|幅8～15cm･棺蓋の長さと

幅は古韓尺(26 7cm)の10尺と3尺にほ

ぼ相当する。古韓尺力苛使用されていたか

どうか分からないが、何らかの尺度が用

いられていたものと考えられる。

2 棺 身
両小口に縄掛突起を造り出している。

縄掛突起は、東側17×21cm、西側20×20

cm･蓋のそれに比べて少しは円形に近い。

舟くり状突帯は．字形に造り出されて

いるカゴ、場所によっては変形した筒所も

みられる ( 図 3 4 ) 。蓋との接合部は舟くり

目
、
［
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回
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国



舟 形 石 棺

‾匝丁

から、字形に10cmほど突出していて、接口而も幅が10cmほどある。

柏 身

図23 舟形石棺の棺身と棺蓋

棺内の底の両側に枕力叡1個ずつ造られた対置埋葬式であった。事実、東側の枕は1号4号
人骨の男女、西側の枕は2号と3号人骨の男女ｶざ利用していた。ただし、東側の枕は造り出
したもの（区'25）であったが、西側の枕は棺の内底を直径1Ocm、深さ3cmほど彫りlulめたも
のであった。棺内にはベンガラ主体に朱を混入した赤色顔料ｶr1号人骨の埋葬以前にかなり
厚く塗布された。その後に塗り重ねは行われていない。西側の枕が追葬の際に新たに彫り込
まれたものであるならば、剥離片力ざ散乱したり、枕の中の赤色顔料にも変化があるだろう。
しかし、石屑もなく、石枕の中の赤色顔料は周辺と同じ厚さで塗られている。西側の石枕は

l /20

- - - - ﾐ ミ

柁蓋（内側）
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石 柁

〆 、

図24 舟形石棺側面図．(上)東側面．（|､ . )西側面 1/10

- 3 9 -

初 め か ら 彫 り 込 ま れて い た ら し

い。

棺身の横断面形は、東側では

半楕円形に近くて、棺の中央付

近から西側では半円形に近くな

っている（図25)。

縄掛突起の長さは両方とも20

cm・項部は小さく屋根形になっ

ている。棺身の長側辺は、中位

より東寄りがやや膨らんでいる

(18cm)｡舟くり状突起も接口面

も同じように（並行）膨らんで

いる。

棺身の大きさ。総長268cm、う

ち縄掛突起40cm (20+20)、棺身

228cm・舟くりのl隅は、東端68

cm、最大IIE83cm、西端68cm・接

口部の大きさは、東端58cm、最

大幅73cm、西端51cm･内部の大

きさは、東端41cm、最大脈52、

西端38cm・深さは32cmで一定し

ている。東側の枕は床面より8

cmほど開くなっており、さらに

縁（首がのる所）が3cm突起し

ている。枕の中央は直径15cm程、

浅く凹んでいる。枕の両端の壁

際はやや荒っぽく溝ｶ罫彫られて

おり、枕の部分の水分が床而に

落ちるように工夫されている。

3 運 搬
舟形石棺の周辺（墳頂周辺）

か ら は 凝 灰 岩 の 砕 片 は 発 見 さ れ

なかった。舟形石棺は現地で加
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工されたものではなくて、完

成品ｶぎ運ばれてきたらしい。

舟形石棺の蓋と身の突起（軒

先・舟くり）に上下方向にこ

すれたような溝状の陥凹が3

～4箇所みられた。しかもそ

れは両長側辺の左右対称の位

置にあった(図版19～23)。こ

れらの溝は、蓋と身が、それ

ぞれ古墳に運び上げられる時

に紐が掛けられた場所とみら

れる。棺身の縄掛突起も先の

方ｶざ低くなっており、もしこ

こに縄を掛けて引っ張れば繩

は抜けにくい。

4 石棺全体の大きさ
舟形石棺が蓋・身完全な状

態での大きさは、長さ276cm、

幅85cm、高さ94cm・棺蓋の棟

と棺身の底面は、東端から西

端まで上下ほぼ平行になって

いる（水平に埋められてい

る)｡図24の側面lxlの高さが82

c mになっているのは、小ロ面

の側面輪郭を作図している為

に、小さめ（低く）なってい

る。

5 形 式 分 類
高木恭二氏の舟形石棺の分

類によれば（高木1994年「九

州の割抜式石棺について｣『古

代文化』46-5，25～47頁)、

図25 舟形石棺横断面図.(上)中央付近.(下)東寄り3分の1点．l/10
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松坂古墳の舟形石棺は北肥後’型舟形石棺に分類されそうである。C1類の屋根形棺蓋を有す
る一群であり、菊地川右岸の玉名市付近で製作された可能性ｶざ指摘されている。地元産であ
る。類例として経塚古墳（玉名郡天水町、円墳45m)を掲げること力:できる。松坂古墳の舟
形石棺は底が丸くなっており、経塚石棺よりも形式的に少し-III-いかとも思われる。経塚石棺
は4世紀末に編年されている(乙益重隆1984年｢経塚古墳」「熊本県装飾古墳総合調査報告書』
所収）

3 舟形石棺の人骨

1 人 骨 の 出 土 状 況

人骨の人類学的研究については後章で報告しているので、ここではHII土状況（埋葬状況）
について報告する。なお向かって左は「右｣、向かって右は「左」と表現している。
舟形石棺からは4体の人骨力:出土した。1号人骨（男性）と4号人骨（女性）は東頭位で

あり枕を共有している。2号人骨（女性）と3号人骨（男性）は西頭位で枕を共有している
土擴の掘り込みによれば、舟形石棺は1号人骨を埋葬して蓋をして粘土で密封した後、3度
蓋が開かれている。つまり3度追葬力罫行われたらしい。人骨の状況によれば、まず1号人骨
が埋葬された。1号人骨が白骨化してしまってから、2号人骨が追葬された。その時1号人
骨の四肢骨は片付けられ、頭は上下逆に、しかも顔面が棺の中に向けられた。ただ胴部（脊
椎は動いていないので、1号人骨は屍体が埋葬されたことカゴ分かる。2号人骨は1号人骨を
片付けて、その空間に埋葬された。2号人骨（女性）が白骨化して以後、3号人骨（男性）
が追葬された。3号人骨の埋葬に当たって、2号人骨の四肢骨を集めて、しかも身体全体を
南側壁に押し動かして、北側壁にできた空白に3号人骨を埋葬した。2号人骨は脊椎がそろ
っているので屍体が埋葬されている。3号を追葬に当たって2号人骨の頭は上下逆に、しか
も顔は棺の外を向くように置かれた。

4号人骨は舟形石棺に最後に追葬された。3号人骨の四肢骨をまとめて、しかも2号人骨
の方に押しやって足元に空白を設けている。そのため3号人骨は2号人骨に半分ほど重なっ
ている。その時3号人骨の頭は上下逆に、しかも男性であるから顔は棺の中に向けられた。
3号人骨の脊椎も正常に並んでいるから屍体を埋葬したことが分かる。4号人骨は1号人骨
も壁の方に押しやって、1号と頭をくっつけるようにして枕に置かれ仰臥伸展葬で埋葬され
た。4号人骨を埋葬した後、追葬されることなく、4号人骨は埋葬時のまま自然な形で出土
した。

2 頭 の 位 置

1～3号人骨は追葬されて行った訳である力ぎ、追葬に当たって先に埋葬され白骨化してい
た頭を上下逆に、しかも女性は頭を棺の外に向け（小口の側)、男性は棺の中の方にl i1lけた。
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これは箱式石棺の男女も同様であった。4号人骨を最後に追葬する時に1～3号の頭を一度
に動かしたことも考えてみた。ところ力㎡1～3号人骨の頭には、それぞれ自分の他の骨ｶざ重
なっていたから、追葬のたびごとに、その前に葬られた人の頭を移動したらしい。

3 人 骨
1号（男性）と4号（女性)、2号（女生）と3号（男性）は枕を共有していた。図26の人

骨NII土図からも分かるとおり、2号と3号の'骨は半分ほど重なっていた。1号と4号も重な
っている。ところが、1号と2．3号の間（ほぼ石棺の''1央部）には空白部があって、1．
4号と2．3号を区別している。

2号と4号の女性は、人工変形頭蓋であたので巫女（シャーマン）のような性格が推測さ
れている。1号と3号の男性は筋肉労働に従事していたと推測されている。人骨はいずれも
成人である。1･4号、2･3号はそれぞれ夫婦で、1･4号は両親、2．3号はその子供
夫婦とも考えられる。なお、箱式石棺の男女は祖父Iﾘ:であろうか。

4 赤 色 顔 料

舟形石柁の内部には赤色顔料力ざ厚〈塗られていた。蓋と身の接II部（面）には縦られてい
ない。赤色顔料を採集して、肉眼及び顕微鏡で観察した。その結果、舟形石棺の内部に塗ら
れた赤色顔料は、多くがベンガラ（酸化第二鉄）であり、これに朱（硫化水銀）力餅少量だけ
加えられていた。そのため舟形石棺は明るい赤であった。

4号人骨の顔面に赤色顔料がみられた。それは朱であった。埋葬時に朱の間まりを顔にの
せたものらしい。1～4号人骨の一部の骨に赤色の付着がみられたけれども、これは棺に塗
られた赤色顔料が付着したものと考えられる。

鞘式石棺の内部も全面に赤色顔料が塗られていた。蓋石は棺内に面している部分だけが塗
られていたので、蓋を閉める直前に必要な蓋石にだけ塗ったらしい。同様の観察を行ったと
ころベンガラ（酸化第二鉄）だけで、朱は使用されていない。人骨（5．6号）には赤色顔
料は使用されていない。

4箱式石棺（図27、図版17.18）

1 棺 蓋
舟形石柁が埋められた後、その二I擴を切って、舟形石棺の南に、石棺とほぼ平行に並べて

箱式石棺が築かれた。石棺の石材は扁､lえな安111岩であった。この石材は松坂l.I I墳から南へ
15km離れた三の岳に産する安山岩とみられる。図27で石柁の周l川を取りまく線(210×110
cm)は石柁を覆っていた青色粘土の外側線である。

蓋石は二重になっていた。いずれも両側に向かって一辺力ざ40～50cmの板石を鎧重ねに覆っ
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ていた・上部の蓋石（長さ200cm、幅105cm)は6枚で、下部の蓋石（長さ180cm、幅75cm)は
5枚だった。青色粘土は石棺の側壁の上半分から始まり、上下2重の蓋石の間に伸びていた。
石棺を直接覆っている下部の蓋石を閉めた後、その上に青色粘土を5cm程の厚さ貼り付けて、
石棺をすっぽり覆っている。その後、上部の蓋石を鎧重ねする。蓋石は、追葬のために開棺
された形跡がない。下部の蓋石のうち、棺内に面している部分（蓋石の裏面）にベンガラが
塗られていた。もちろん棺内は全てベンガラが塗られていた。

2 棺 身
棺身の外側に大きさは、長さ168cm、IIE42cm･内側（棺内）の大きさは、長さ140cm、lllm 3 0

cm、深さ25cm・長側壁に6枚(北側3、南側3)、小口に各1枚の板石が使われている。長側
壁は2枚の大きめの板石を使用して、棺中央付近の透き間外側から小さめの側壁で補ってい
る。小口の側壁は、両側の長側壁で挟んでいる。棺身の板石は周辺部を表裏から剥離して形
を整えている。

断面図で見ると、土擴が2段になっている。最初大きめに掘り込まれて、底付近では石棺
の大きさに合わせてさらに10cmほど小さめの土壌が掘られている。側壁の板石を立ててから、
棺の外を半分ほど埋めて、次に棺の中に粘土を入れて足で踏み固める（後章でこの足跡につ
いて報告している)。棺内が3分の1ほど埋まって、それから床石の板石を敷いている。床石
は大きめ力：2枚で、両板石の透き間を埋めるため3枚の小さな板石が使用される。箱式石棺
には白骨化した成人骨を2体埋葬するためのものであったから、初めから小さめに築かれた
ものと考えられる。

3 人 骨 （ 図 2 6 ）

箱式石棺から5号人骨（男性）と6号人骨（女性）が出土した。いずれも成人。5号人骨
は棺の東側、6号人骨は棺の西側に集骨されていた。両人骨の間には空間があって、明らか
に両者を区分けしていることが分かる。人骨を検討したところ、お互いに混り合った骨は一
個も見当たらなかった。

人骨は身体のいろいろな骨が上下左右混り合っていた。このようになった骨は、どこかに
埋葬されていた骨を掘り出して、白骨化した骨を持ち込んで、集骨して二次埋葬したものと
考えられる。

蓋石は追葬のために開かれた形跡力rみられないので、5．6号人骨はInlじ状況（白骨化）
の状態で、同時に埋葬されたらしい。やはり男性は頭を上下逆に顔を棺の中に向け、女性は
頭を上下逆に顔を外に向けている。二次埋葬だから両人骨とも頭を動かすことができたのだ
ろう。6号人骨は人工変形頭蓋骨であった。
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4 足 跡
石棺の内部を粘土で埋める時、足で踏み固めていた。棺内からヒトの足跡が4名分発見さ

れた(詳細については後章を参照のこと)。4名のうち3名は、盛土作業労働者と同一人物と
考えられる。盛土作業時と石棺作業時との開きは1年3カ月と推定される。この間に舟形石
棺が埋められ、次いで箱式石棺も築かれたことになる。
舟形石棺に最初は5．6号人骨ｶざ埋葬されていて、1号人骨を追葬するに当たって箱式石

棺に移し変えたとの考えがある。しかし1年3力Ⅱの間に5．6号人骨の白骨化は無理があ
I)、しかも両人骨が混り合わないように舟形石棺内から取り上げることは無理がある。やは
り、5．6号人骨は別の場所に埋葬されていて、’'1骨化した状態で持ち込まれたと考えた方
力§自然であろう。6号女性は頭を人工的に変形しているので、2．4号と状況力：似ている。
1号人骨は松坂III墳を築造した本人であろうから、5．6号人骨はｷⅡ.父母ではないかと思わ
れる（この第4項は坂田邦洋)。

- 4 6 -

箱 式 石 柁



松坂古墳の発掘でIIli,土した遺物は極めて少なくて、次のとおり。川形石棺に伴う遺物（副
葬品他）は全く無かった。箱式石棺内の6号人骨に紛れ込んだような状況で管玉と小玉が各
1個ずつ出土した。小玉は管玉の孔の'1！に嵌まり込んでいた。箱式石棺関係のi'i ll葬品はこれ
だけだった。第2トレンチから土師器の壷と甕ｶざ各1個体分出土した。第5トレンチ拡張区
から土師器の甕力芽1個体分H1,土した。第9トレンチの表土から須恵器の破片をl化|採集した。
第8トレンチに祭祀逆構ｶざあって土製品が出土した。第25．261､レンチの濠の底から土Ⅲli器
の小片力:3点出土した。第25．26トレンチの水田跡から近世の磁器が6点出土した。以|きが
lli!土遺物の全てである。

1第2トレンチの土師器（図28、図版24）
第2トレンチの墳頂付近（舟形石棺から10m地点）から土師器の難（図28のl)と壷（図

2）力ざ割れて一箇所にまとまって出土した。ILI｣!土層は盛土〃iであった。墳項付近はローム層
が出るまで削り取っていた。その削り取った表土層などは間|川に落として盛土として利川し
ていた。2ｲlllの土器は、その蟠土の中に混っていた。この土師器は古墳の築造開始となんら
かの関わりがあったのではないかと考えている。土師器の分類編年にあたって野田拓治氏の
論考（野田1982年「III代土師器の成立と股開」『古文化論集』下巻、947～987頁）などを参考
にした。

2 甕（図28のl、図版24のl)
11縁はやや外弩気味に開く。口唇端はやや角ばっている。胴部は最大径ｶざ中位にある。底

部は円底をなしている。外側miはハケ調整。内側1iiは口緑部はハケ調整で、l111部はへう削り
が行われている。外側面のハケは、胴以下は縦方l f'l、肩と1I縁は横方li'l．内側面のへラ削り
は、底部は横方向、li ilは左回転、肩は枇方向。

この甕は全体の4分の1ほどが出土している。破叶をもとに復元IXIを作成したので、細か
い点では差違があるかもわからない。大きさは、ll径21.0cm、頚部径17.2cm、111径26.8cm、
器高30.5cm、厚さ4～6mm･胎土は、褐色で砂質の粘土。

3壷( IXI 28の2，図版24の2)
壷は全体の5分の1ほど出土している。破片を元に復元図を作図しているので、細かい点

では差違があるかもしれない。

複合口縁の壷である。口縁部はやや内慨して立ち上がる。’1唇は角ばらない。強く屈llllし
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て段をもっている。胴部はやや長めになっているが最大径は中位にある。底部はやや尖がり
気味の円底。器面調整は内外共にハケ調整されている。口縁部はハケ調整の後、ナデ調整し
ている。ハケ調整は、外側面では胴下半は右上方向に、胴上半は横方向。内側面は胴下半で
は左上方向、胴上半では横方向。内外両側とも底部→口縁歩行にハケを動かしている。胎土
は、褐色で、砂質の粘土。大きさは、口径20.0cm、口縁の高さ7.7cm頚部径15.0cm、胴径26.
6cm、器高36.2cm｡

4 甕（図28の3、図版24の3）
第5トレンチ拡張区の旧地表（表土）から、全体の3分の1ほどが出土した。古墳築造開

始直前の土器と考えられる。

口縁部は内弩気味にやや外反する。口唇は尖り気味。胴部は卵形でやや長め。胴最大径は
やや上位にある。底は円底。外側面の器面調整はハケ調整。内側面はへう削り調整。ハケは
‾ドから上方向に調整されるが、肩付近では横方向。へラ削りは左上方向に調整する。胎土は
黒褐色で、砂質粘土。器壁は薄い。大きさは、口径16.8cm、頚部形18.6cm、胴径23.4cm、器
高27.0cm。

5須 恵 器（図28の4）
第9トレンチの現在の墓地の地点から表面採集された。須恵器の出土はこれ1点のみであ

る。これが内部主体から離れているし、しかも表面採集品であるから、古墳の築造と直接的
な関わりはないと考える。その後に持ち込まれたものらしい。

6 土 師 器 の 編 年

No.1～3の土師器は古墳の築造開始と何らかの関わりがあったのではなかろうか。そうで
ないとしても、築造開始と土師器との間にそれほど大きな時間差はないのではなかろうか。
いずれにせよ、これらの土師器は、この古墳の築造開始を知ることのできる唯一の資料であ
る。

複合口縁壺は、類例ｶざ山下古墳から出土している（三島格ほか1977年「山下古墳調査概報」
『熊本史学』第50号、l～17頁)。l｣_I下古墳は4世紀代に編年されている。この土器も4世紀
後半～末に編年されそうである。甕は塚原古墳群に類例ｶざあり、やはり4世紀後半～末の編
年が考えられる。

2 箱式石棺出土の遺物
1 管玉と小玉（図29）

箱式石棺の5．6号人骨は白骨化した骨をこの場所に二次埋葬したものであった。集骨さ
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箱式石柁出土の遺物

れた6号人骨の骨を取り上げている時、骨と骨の
間に挟まって発見された。いかにも紛れ込みのよ
うな状況であった。一次埋葬地では多数の玉類と
一緒に副葬されていたものが、箱式石棺に移され
るとき、この2点だけが紛れ込んだのではないだ
ろうか。小玉は管玉の孔の'|'に挟まっていた。

管玉は碧玉製 長さ44mm、径10mm、孔径4mm・
小玉は碧玉製、径4mm、厚さ2mm、孔径2mm。ノ而
平で管玉を輪切りしたような形をしている。

3 祭 祀 遺 構

1出土状況（図 3 0 )
第8トレンチから祭祀遺構が,'l',土した。膿土を

l/1 開始して間もなく、盛土から地山にかけて、ピッ
トが掘られた。ピットはi肖径34cm、深さ30cm。平

に木炭が詰まっていた．ピットの底から対角方l i ' lに4本の柱

､ f 識 唱

』串…
▽ ､ 冠 ｡

図29 箱式石棺出土の遺物

面円形、断面臼形。ピットの中は木炭ｶ寸詰まっていた。ピットの底から対角方lillに4本の粁
穴が掘り込まれていた。柱穴は直径10cm、深さ30cm・柱穴の中も木炭が詰まっていた。ピッ
トの底部付近から土製品ｶ翻出土した。

2土 製 品（図31、図版25)
土製品は、粘土の小塊をくっつけて形象を作っている。分解していて形が復元できないた

め、どのような形象で、何個分かも分からない。土製品は焼成後の完成品力苛、ピット内に納
められたものではなく、生の粘土で製作した状態の物がピット内に納められ、その後、火が
焚かれたらしい。土製品は低火度であるし、分解の仕方から、そのように判断される。この
ピットは土製品を仕lえげるのｶざ|引的ではなく、土製品を安置して火を焚くことが目的であっ
たらしい。

3 火 焚 き
ピット内の柱穴は対角状に掘られているので、柱をその中に入れてみると、ピットの上部

で柱が交叉する櫓ができる。櫓の中のピットの底に生の土製品を安置して、櫓ごと燃やした
ものと考えられる。そのためピット内は木炭が詰まっていた。-III墳の築造にあたっての祭祀
ではなかったろうか。
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遺 物

4土 製 品 (図 3 1、図
版25）

ボロボロに割れた粘土塊

の接合を試みたけれども、

完全な形を想定するに至ら

なかった。元の形がどのよ

うな形をしていたのか、ま

ったく検討がつかない。表

面をナデたり、指で押さえ

て整形した部分があるので、

加工品であることは間違い

ない。

No.1は人物の胴部を想起

させるような形に調整され

ている。No.2は下部を三角

形に挾って、側面に薄板を

貼り付けている。No_3は、

上部が段状になり、下部は

No.2のように快っている。

No. 4は中程を突起させて両

脇を指で押さえて凹ませて

いる。No . 5は人面（猿）を

JW ,わせるような形とへラに

より彫り込みがみられる。

No.6とNo.7は手か足のよう

な作り方になっている。

土製品は小礫混りの粗末

な粘土を使っている。焼成

温度は低くて、しかも燃成

中に爆発している。このピ

ットは櫓を組んで土製品を

安置して、火を焚くことが

'二|的であったらしい。

/でず一丁言‾了、、

図30 祭祀遺構（第8トレンチ)  1/8
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箱式石棺出土の遺物
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V I 石 材 加 工

一 一 一 一 一 一 一 一

一一ー-ー一一一

一 一 一 一 一 一 一 一 一

| - - - _ --- ‐

図32 舟形石棺断面実測の位置

1 舟 形 石 棺

1 実 測 （ 図 3 2 ～ 3 8 ）
舟形石棺の各部の形には多少の

違いがみられる。一般的な実測図

ではその違い力ざ表現できないので、

大型のマーコを使用して、土器を

実測する要領で断面図を作成して

みた。｜析面図の場所は図32に番号

で示している。

図33は棺蓋の実測図である。軒

先は．字形に突出するけれども、

場所によっては屋根の傾斜との間

に平坦面を作り、傾斜して突出す

る(No. 1～4)。棺身との接口部は

U字形になるが、No. l ･8のよう

に外側辺が垂直に立つ所もあれば、

No.5のように傾斜したり、No.4の

ように膨らんだりする。

図34は棺身の実測図である。舟

くり状突起は．字形に突出してい

るけれども、No.1のようになめら

かに胴部へ移行する所、No. 7のよ

うにやや下がり気味など、部位に

よって少しずつ違っている。

lﾇ135は棺蓋の縄掛突起付近の縦

断面である。縄掛突起力訂小口を大

きく占めている。

図36は棺身の縄掛突起付近の縦

断面である。縄掛突起が少し頭下

ｶ叡りになっている。枕の位置がよ

くわかる。
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図34 舟形石棺実測図（棺身)  l / 5
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舟 形 石 棺

〆

図35 舟形石棺実測図（棺蓋)  1/5

図35
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図36 舟形石棺実測図（棺身）1／6
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IXI37 ･ 38は棺身と棺蓋の横断|rli図である。棺身の底はこの図では楕円形状の丸味をもって
いるけれども、’一|'位より西の部分では半円形に近い（図25)。
舟形石棺をマーコで実測してみると上記のような細かな違いがみられる。このような形の

変異について退化形式と見ることもできるけれども、実際にマーコを使用して実測をやって
みるとこの程度の個体差はあるのではないかと思う。

2舟形石棺の棺蓋（図39～45、図版26～28）
舟形石棺の各部の拓本を取って加工痕の観察を行った。図39の番号は観察地点であり、図

と図版の番号と一致している。No_1～12は棺蓋の番号、No.13～25は棺身の番号。
われわれが観察できるのは「仕上げ」段階の工具痕が主であ')、稀れに粗作りの工具痕が

過っている。石工技術については和|-l]晴吾氏の分類に従った（和nl 1989年「石工技術」『古墳
時代の研究』5生産と流通II、雄山開、127～143頁）
No. 1.2は接ll面であり直線に仕lzげられている。チョウナ削り（チョウナ刃の幅6 mm)

舟 形 石 柏
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図39 加工痕拓本の位置
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の後、刃のIIE19mmのチョウナ叩きを行っている。長側辺の接|]部は長jlilllに直角になるようチ
ョウナ叩きを行う。短側辺（小口）は斜め方向にチョウナ叩きを施す。
No.3 ･ 4．7．10は屋根の内部の接口面に近い所である。刃のIIHl1inmのチョウナ削り技法

で仕上げている。チョウナはやや斜め方向に使用している。
No.5 ･ 6は屋根内側の天床部分で、刃の幅11mmのチョウナ削りで仕上げている。
No.8．9は接n面の突起の外側で、まず刃のIEllmmで整形（粗作り）の後、6mm幅のチョ

ウナ削りで仕上げている。やや斜め方向。No. 9には'1'位に細い沈線力ざみられる。この線は長
側辺全体に観察されるので「すみ引き」の線かと思われる。
N0.l1 ･ 12は屋根の外側。刃の幅19mmのチョウナ削りのあと、同じチョウナを用いてチョウ

ナl ll]き（刃の幅19mm)を簡単に行っている。チョウナカ可大きくて、ロllき仕上げが粗いため、
屋根だけ見ると後出の舟形石棺のようにみれる。

3舟形石棺の棺身（図39～45、図版26～28）
No.13．14･20は接|]面の拓本。刃のIIM 19mmのチョウナロllきで仕上げている。特にNo13の所
（短側辺）では綾杉状にチョウナ叩きを行っている。No.14．20は長軸に直角に叩いている。

身と蓋の接口面は、いずれもチョウナ叩き抜法によって仕上げている。
No.16．19．21．22は内部の接口面に近い所である。刃のIEllmmのチョウナ削り技法で仕上

げている。仕上げの方向は右下と左下があって、場所によって違っている。

No.23は東側の枕の拓本である。首の位置は高い帯状になっており、頭の場所は浅く凹んで
いる。まず刃の幅19mmのチョウナで粗作りして、次にllmmのチョウナ削り、次に6mmのチョ
ウナ削り、最後にみがき技法を取り入れている。特に首の部分の突起と枕の正面部分はよく
みがいている。

No.15は西111ﾘの枕で、刃のlig19mmのチョウナで削って凹めている。

N0.17．18は棺内の底面である。刃のIIMl9mn!のチョウナ削りのあと、11mmで再度削る。チョ
ウナ削りは長軸に対して直角（横方|句）に行われる。最後に刃のIIM19mmのチョウナ叩きfl土
げがなされる。

No.2 4は接口而突起の外側で、刃の幅11mmのチョウナ削りカゴなされる。No.2 5は東側小口の外
側で、刃の幅19mmのチョウナ削り仕上げがなされる。

図45は棺身中央付近の外側の右半分の拓本である。拓本の上端が接11面、下端が底の｢|]央
部。接口部の突起は刃の幅l1mmのチョウナ削り仕上げの後、IIMllmmのチョウナ叩きを行って
いる。舟くりはチョウナ削り（刃のIE19mm)の後、チョウナ叩き（刃のIIM19mm)。舟くりから
底部中央まではチョウナ削りを綾杉状に行っている。綾杉の'隅（チョウナ削りの長さ）は上
から4.5cm→4.5→6.0→8.0→9.5→7.9→6.0cmになっている。底部'-|!央は縦（長軸）方向に仕
上げている。チョウナの刃の幅は19mm。

- 6 1 -
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舟 形 石 棺

図42 加工痕の拓本（棺身)  1/3
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図43 加工痕の拓本（棺身の枕)    1/3
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4 舟形石棺の仕上げ
舟形石柁の仕上げはチョウナ削り技法

力:主であった。それにチョウナ叩き技法
が加えられる。棺蓋と棺身の接口面の仕
上げには最後にチョウナ叩き技法が用い
られた。チョウナ削り技法のチョウナは

刃の1幅が6mm、11mm、1 9mmの3種類があ
った。6mm幅のチョウナは接ll部付近で

使用された。内部はllmmのチョウナが用
いられた。棺の外の仕上げには19mm幅の
チョウナカざ使用された。

チョウナ叩きは、削りに使用したチョ

ウナ、特に19mInl幅のチヨウナを用いて叩
いていた。

2 濠 の 掘 鑿

1第25トレンチ(図46、図版29）
第25トレンチから濠の底が出土した。

凝灰岩をｲﾙ11鑿して濠を完成させている。
凝灰岩の表面に掘鑿した時の工具痕ｶざ遣
っている。図46はその拓本である。拓本

を見ると、角ばった刃の幅43mmの工具が
推定される。チョウナ削り技法と思われ
る。

2第21トレンチ(図47、図版29）
第21．22トレンチから前方部の北側で、

外郭線と濠を区別する為に凝灰岩を掘鑿
していた。図47はその拓本である。多数

の工具痕がみられる。刃の幅は43mmで、

角になっている。チョウナ削り技法とみ
られる。

26

_L

図45 棺身の右外側横断の拓本 l/5
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濠 の 掘 鑿

図46 濠底の掘鑿痕（第25トレンチ)  1/4
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図47 濠底の掘鑿痕（第21トレンチ)  l/5
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1 人 骨 の 調 査

V I 1 人 骨

1出土状況（図版30～33）
松坂古墳の後円部の墳頂から、舟形石棺と箱式石棺が各1基発掘された。舟形石棺からは

4体の人骨(1～4号人骨）が発見された。箱式石棺からは2体の人'|1'  (5･6号人'|!l･)力ず
発見された。舟形石棺の4体は1号→2号→3号→4号人骨の順に、ルヒ体が追葬されていた。
箱式石棺の2体は、別の場所（古墳の外）に埋葬され、口骨化していた人骨を猟リル,して、
箱式石棺内に集骨の状態で再埋葬されていた。5．6号人骨については、死亡の前後l典1係は
分からないけれども、同時に再埋葬されていた。土擴の堀り込みの状況から判断すると、舟
形石棺を埋めた後に箱式石棺を築いていた。人骨の埋葬順番は次のとおり。1号人骨を舟形
石棺に納めて、蓋を閉め、蓋を粘土で覆って、埋め戻す。そのあと箱式石柁を築いて、5号
人骨と6号人骨を同時に再埋葬する。次に舟形石柿の蓋を開いて2号人骨（屍体）を追葬す
る。その時、先に埋められて''1骨化していた1号人骨の下半身を折りたたむように片付けて
（集骨）いる。同時に、1号人骨の頭骨を上下逆（頭頂部を‾ド）にする。しかも1号人骨は

男性であるから、顔力罫棺の外（長軸の外）を1句くように動かされた。再埋葬の5号人骨（男
性）の場合も同様であった。女性の6号人骨の場合も頭骨を上下逆にしていた力ざ、女性の顔
は棺の内に向けられていた。

2号人骨のあと三たび石棺を開いて3号人骨を追葬している。そのll,f、2号人骨（女性）

は白骨化しており、やはり下半身を折りたたむように集骨している。2号人骨は女性だから
頭骨を上卜逆にして、顔が棺内をli'lくように動かされた。そして2号人骨に寄り添うように
3号人骨（屍体）が納棺された。舟形石棺では、4号人骨（女性）が最後に追葬された。そ
の時、3号人骨は白骨化しており、下半身を折I)たたむように集骨され、しかも2号人骨の
方に寄せられて4号の足ｶず伸ばして置かれるように空|'|が設けられた。その時、3号人骨の
頭骨は上下逆に、しかも顔は棺の外を向くように置かれた。4号人骨は最後に納棺されたの
で、その後、4号人骨は扱われることなく、埋葬した時の状態のままで発兄された。4号人
骨は仰臥伸展葬だった。上肢は伸ばして身体の両側に付けて、‐ド肢も伸ばしていた。埋葬形
式は仰臥伸展葬21 ･ 121/21 ･ 121型である。

松坂古墳出土の6体の人骨のうち、l～4号人骨は屍体を埋葬し、5．6号人骨は白骨化
した骨を再埋葬していた。埋葬の順番は、1号→5．6号→2号→3号→4号人骨の||頂であ
った。なお各人骨の保存箇所は図48に示している。
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2 埋 葬 の 特 徴
松坂古墳の埋葬に注目すべき点がみられた。それは追葬にあたって、すでに先に埋葬され

て白骨化していた人骨を集骨するにあたって、頭骨を上下逆に置いていた。さらに男性の場
合は顔が棺の外（長軸の外）を向くように置かれた。女性の場合は顔力葡棺の内（長*lllの内）
を向くように置かれた（図版32．33)。再埋葬である5．6号人骨の場合も同様であった。松
坂古墳では、追葬する場合、先に亡くなった人の頭偶･を上記のように移動させる風料ｶあっ
たらしい。

舟形石棺には東側に最初から作り付けの石枕があって、1号と4号が共恋している。西側
には床面に陥凹する彫り込みがみられ、応急的に作られた枕と思われる。それを2号と3号
で共有していた。1～4号人骨の脊椎はほぼ正附な配置になっているから、l～4号-人骨は
屍体を埋葬したことが分かる。

1号人骨と2．3号人骨との間には、床1rliに空白部分があって、両若を意識的に区分して
いる(IXI版31)｡  1号（男性）の右に4号人骨（女性)、2号人骨（女性）の左に3号人骨（男
性）が置かれている。男女の配置（男性左、女性右）が一致している。1．4号人骨は石枕
を共有しているし、この古墳の最初の被葬者(1号人骨）であるから、松坂古墳の主人と思
われる。2．4号人骨は主人の次の代（子供夫婦？）の人達ではなかったか。5．6号人骨

表 1 人 骨 一 覧 表

年 齢 石 柁 備 考
舟形石棺

〃 人工変形噸蓋
〃

〃 人工変形頭蓋

箱式石棺
〃 人 工 変 形 頭 蓋

表 2 身 長 推 定 値

推定身長

164．03

149．48

158.21

145.98

153.69

148．89

人骨の調査

舟形石柁
〃

〃

箱式石揃
〃

- 7 2 -

性 別

男性

女性

リツ性

女性

ﾘ)性

女性

性別

男 性

女性

ﾘ )性

女 性

男 性

女 性

男性
女 性

ヘ骨番号

老 年

熟 年

熟 年

壮 年

熟 年

熟 年

術 考

大腿骨（左）

〃 （ 右 ）

櫟 骨 （ 左 ）

大腿骨（左）

〃 （ 〃 ）
〃 （ 〃 ）

は 主 人 よ り も 先 に 亡 く な って いて、 こ

の1I I墳が築造されてから再埋葬された

訳けだから、主人の先代（祖父母？）

の人達ではなかったか。

4号人骨の顔面に朱が付着していた。

朱は、顔面の中央付近が厚くて、1,11辺

は薄くなっていた。おそらく、埋葬時

に顔面に朱の固まりを置いたものと考

えられる。舟形石棺の内部は未混りの

ベンガラが、箱式石棺の|ﾉ1部はベンガ

ラカ罫それぞれ塗られていたので、白骨

化した骨に赤色顔料が浸みた部分が幾

つか見られたけれども、故意に赤色顔

料を人体に使用した例は4号人骨の顔

面部だけであった。
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2 人骨の形質（表1～11）
1人骨の形質（頭蓋骨）
頭蓋長幅示数は2号人骨82.82,3号人骨74.73,5号人骨77.78,6号人骨71.91だった。

長頭（6号）から短頭（2号）まである。ただし、2号と6号は頭を人工変形しているので、
このような示数値になったものと考えられ、松坂古墳の一般的な形質とは思われない。
コルマン顔示数は3号人骨85.62,5号人骨90.14,6号人骨87.02であった。低顔に近い中

顔（3号）から、中顔に近い狭顔（5号）まである。ウイルヒョウ上顔示数は2号人骨67.
92,3号人骨71.30,5号人骨72.00,6号人骨72.53であった。いずれも低上顔になる。鼻示
数はいずれも中鼻型。歯槽側面角は2号人骨67度、4号人骨66度、5号人骨74度、6号骨70
度であった。過突顎（2．4号）と突顎（5．6号）になっている。

前眼窩間幅（鼻根幅）はいずれも幅が広くて、しかも鼻根横弧長は大きい（長い)。したが
って鼻根弩曲示数は78.57（5号）から95.24（3号）まであって、非常に大きな値になって
いる。前頭突起水平傾斜角は2号人骨89度、3号人骨105度、5号人骨93度、6号人骨108度
であった。古墳時代人の中にあっても特に角度が大きい。つまり松坂古墳の人達は眼窩1幅カゴ
縄文人のように|陥広であり、しかも鼻根が扁平で隆起しなくて、古墳人の特徴がよくみられ
る。

松坂古墳出土の6体の人骨の頭蓋骨の形質は、西日本の古墳人の平均的な特徴を保ってい
る。なお風習性抜歯は認められなかった。

2人骨の形質（四肢骨）
上腕骨の長厚示数は、5号人骨（男性）20.49,6号人骨（女性) 17.26であった。特に6

号人骨は病的に骨力罫細かつた。僥骨の骨体断面示数は70.59（3．5号人骨）から76.92（6
号人骨）まであって、かなり大きい値になっている。

大腿骨の扁平性は骨体上断面示数によって示される。超扁平大腿骨（2．3．5．6号人
骨）と扁平大腿骨（1．4号人骨）に分かれる。いずれにせよ扁平性が強い。男性（1．3．
5号人骨）の大腿骨には柱状形成がみられる。女性（2．4．6号人骨）には柱状形成はな
くて、かなり横広い。骨体中央断面示数は、男性の場合、1号人骨114.81は縄文人的である
が、3号(100.00)、5号(96 . 30)はむしろ小さめで、横広い骨体といえる。女性の場合は
88.46（2号)、96.00 (4号)、88.00 (6号）であり、かなり横広な骨体といえる。大腿骨の
扁平性は松坂人骨の特徴の一つかもしれない。

脛骨のヒラメ筋線は、男性の場合は縄文人のようにはっきりしている。女性は不明瞭であ
る。男性の脛骨は鉛直線が発達しているので、断面が菱形になっている。中央横断示数は60.
00（1号）から81.82 (2号）まであるが、60代の示数が多くて、扁平脛骨といえる。脛示数
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は52.50 (1り-)、82.76  (4号)、68.97  (5号)、58.06  (6号）であった。超扁平骨(1
号)、扁平骨（6号)、’'1脛（5号)、広脛（4号）に分かれるが、松坂人骨は扁平脛骨といえ
る。

3 推 定 身 長
松坂古墳fl'!土人骨6体のうち、5体は大腿骨から身長が推定できた。残り1体(3号人,|1｡ )

は僥骨から推定した。ピアソンの身長推定式を用いた。
松坂古墳男性人骨の場合は、164.03cm  ( 1号)、158.21cm  ( 3号)、153.91cm ( 5号）であ

った。1号人骨は高身長であったが、5号人骨は低身長だった。男性の平均は158.64cmであ
った。この地方の平均的な身長値と思われる。女性の場合は、149.48cm ( 2}j-)、145.98cm( 4
号)、148.89cm( 6号)であった。3人共、同じような身長価になっている。女性の平均は148 .
12cmであった。この地方の平均的な身長値と思われる。

頭 蓋 雌 大 長
蛆蓋l,t大llli',1
バジオン・ブレグマi l . j j
頭蓋腿 |隔示数
頭 蓋 提 高 示 数
頭蓋 I陥高示数
脳 頭 蓋 モ ズ ルス
頭 蓋 底 焚
妓小liij "ll,',1
最大前頭11M
両叫-  ll'i',i
鹸大後頭|IM
乳様突起IMI陥
大後砿孔｣を
大後頭孔IIM
大 後 蚊 孔 示 数
脳 頭 蓋 水 平 周
横 弧 炎
正 ! ' ' 矢 状弧長
正｢ | '前頭弧長
]1A I-| '頭頂弧長
正 I 1 '後頭弧長
正 ' ' 1前頭弦長
正｢ | !頭頂弦長
正! |1後頭弦長
矢状l i i j頭瀞曲示数
矢 状 頭 頂 轡 曲 示 数
矢状後頭郷 l l h示数
頭 長 放 射 径
ナ ジ オ ン 放 射 径
ス ブ ス ピ ナ ー レ 放 射 従
プ ロ ス チ オ ン 放 射 径

1781芯U
l 4 0

122

77．78
67．78

87．14

147．33

92

97

114

124

106

108

524

312

124

121

111

107

89．52

88．43

128

117

114

125
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表3脳頭蓋計測値 ( mm )
1 号人骨 ’ 2 号人骨 ’ 3 号人骨 ’ 4 号人骨 ’ 5 号人骨 ’ 6 堂人骨
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41.

42．

43．

45．

46．

47．

48．

47/45
48/45
47/46
48/46
1 6 1

50．

44．

50/44
51．

而

菖人

54．

55．

54/55
55(1)．
56．

57．

57(1) .
60．

6 1 .

62．

63．

64．

61/60
63/62
64/63
72．

73．

74．
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顔 長
側 顔 長

下 顔 艮
上 顔 | I M

頬骨 弓 幅
中顔 | 1 1 I M
顔 .t32←

I!!‾J

上 顔 商
顔 示 数 ( K )
上 顔 示 数 ( K )

顔 示 数 ( V )
_ l 二 顔 示数 ( V )

顔 面 モ ズ ルス
前眼蒋間11M
両眼 窩I服
ll艮窩Ⅲ示数
眼術ll'i$,i  (右）

（左）
眼 術 高 （ 右 ）

（左）

眼窩 示数（右）
（左）

鼻 li'i,i
鼻 一合．

1百J

弊 示 数

梨状 口 高
鼻 ‘ 汁 長

鼻骨雌小11iW
鼻骨最大幅
上顎歯槽突起長
上顎歯槽突起幅
口 蓋 挺
I I 蓋 I M

口 蓋 高
上顎歯槽突起示数
l l 蓋 示 数
口 蓋 高 示 数

分 側 I m 角
鼻 側 面 角
歯槽側面角

表4顔面頭蓋計測値(mm、度）



l i i j眼衞|飼幅

鼻根横弧長
鼻 根 舞 曲 示 数

艸骨品小幅
後眼擶間|隅
前頭突起水平傾斜角
鼻 根 角

雨 1 顎関節突起 ' 昭
65(1).  1く顎筋突起|幅
6 6 . 下 顎 角 幅
67.    lill下顎|隅
68. 下 顎 長
68(1)．‐卜顎投影殿大長
6 9 . オ トガ イ 商
69(1).  1､‾顎体n.ji(右）

（左）
69(2)． 下顎 体高（右）

（左）
70. 下 顎 枝 高 （ 右 ）

（左）
70(1).  111j下顎枝IWi(右）

（左）
70(2)． 雌小枝高（右）

（左）

70(3)． 下顎切痕深（右）
（左）

71． 下 顎 枝 慨 （ 右 ）
（左）

71 a．最小ド顎枝 |幅（右）
（左）

71(1).  -l､顎切痕|Ⅲ （右）
（左）

7 9 . 下 槻 枝 角 （ 右 ）
（左）

66/65 下顎|陥示数
68/65 下顎|陥長示数
68(1)/65卜顎幅長示数
69(2)/69下顎高示数（右）

（左）

71/70ド顎枝示数（右）
（左）

71a/70(2)下顎枝示数（右）
（左）

70(3)/71(1)下顎切痕示数（右）
（左）

6 9 ( 3 ) 下 顎 体 厚 （ 右 ）
（左）

表6下顎骨計測値 (mm、度）
1号人骨’2号人骨’3号人骨’4号人骨’5号人骨

6 号 人 骨
1

23

9 1 . 3 0

8

6

108

156

6 号 人 骨
111

96

82

52

83

102

30

31

29
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人骨の形質

表5鼻根部計測値 (mm、度）

｢T耳人骨’2号人骨’3号人骨’4号人骨’5号人骨
- ｜

' 二 ’

口

７５

２
 
８
 
８
 
９
 
８
 
３
 
８

２
 
２
 
７
 
２
 
９
 
３１

｜
弧
ａ
ｂ
５
４
Ｃ
ｄ
ｌ

７
 
９

７
 
７
 
９
 
７
 
７
 
０
 
７
 
０
 
７
 
６
 
７

８
 
７
 
８
 
６
 
６
 
７
 
２
 
０
 
４
 
８
 
２

６
 
３
 
５
 
３
 
４
 
５
 
７
 
８
 
９
 
８
 
７
 
６
 
５
 
５
 
３
 
０
 
５
 
３
 
４
 
１
 
６
 
６
 
１
 
７
 
０
 
４
 
２
 
７
 
４
 
３

２
 
５
 
５
 
５
 
５
 
４
 
４
３
 
３
 
３
 
３
 
３
 
３
 
２
 
２
 
７
 
７
 
９
 
８
 
８
 
７
 
６
 
８
 
７
 
２
 
２
 
１
 
１

１
 
１

４

０
 
３
 
８
 
８
 
５
 
１
 
３

３
０
 
５
 
３
 
１
 
９
 
９
 
４

鴻
舵
妬
髄
鋤
肥
調
調
− 
６
’万
一
ｍ
｜
弱
一
賜
一
仙
一
調
一
㈹
一
幅
一
乃
的
拠
所
一
別
一
ｍ
｜
皿
一
略
一

１
 
１
 
く

１

２

１

３
 
９
 
０
 
２
 
２
 
２
 
３
 
２
 
７
 
６
 
４

７
 
０
 
０
 
９
 
９
 
６
 
３
 
４
 
０
 
０
 
２

ｈ

ｌ

ｊ

／

１
ｊ

ｊ

Ｏ
 
９
 
１
 
１
 
７
 
０
 
９
 
６
 
５
 
０
 
０
 
８
 
０
 
４
 
８
 
３
 
３
 
６
 
６
 
４
 
５
 
２
 
４
 
４
 
７
 
３
 
４
 
２
 
９
 
０
 
６
 
６
 
８
 
８
 
４
 
９
 
７
 
３
 
３
 
４

１「
ｌ
 
Ｑ
Ｊ
ｑ
ゾ
ー
．
Ｏ
ｎ
６
『
１
 
句
。
へ
ｊ
 
ｎ
ｄ
 
句
ｄ
 
ｎ
Ｊ
Ｐ
ｏ
 
《
ｂ
 
Ｆ
ｏ
Ｆ
Ｄ
４
４
 
４
４
「
１
 
勺
１
 
ｎ
ｏ
 
旬
ｊ
へ
。
 
ヘ
０
 
句
Ｊ
ハ
。
ワ
〕
？
］
Ｒ
ｕ
向
ｊ
ハ
リ
［
１
局
ｉ
Ｆ
Ｄ
 
Ｆ
Ｄ
【
ｊ
 
房
ｊ
４
４
 
４
４
訂
１
『
１

１

１

１

く
１
 
１

１

１

６
 
６
 
７
 
１
 
６
 
６
 
６
 
６
 
７
 
０
 
０

１
 
１
 
８
 
７
 
８
 
７
 
７
 
８
 
６
 
０
 
７

１

４
 
９
 
７
 
５
 
７
 
４
 
５
 
５
 
２
 
０
 
９
 
４
 
４
 
５
 
６
 
６
 
７
 
３
 
３
 
２
 
２
 
８
 
８
 
６
 
５
 
４
 
４
 
０
 
０
 
３
 
５
 
２
 
６
 
６
 
７
 
６
 
０
 
９
 
５
 
４

ｊ
 
ｊ

２
 
０
 
８
 
５
 
８
 
０
 
３
 
３
 
３
 
３
 
２
 
７
 
７
 
６
 
６
 
５
 
５
 
１
 
１
 
４
 
４
 
３
 
３
 
３
 
３
 
１
 
１
 
７
 
７
 
８
 
８
 
８
 
５
 
５
 
６
 
６
 
２
 
１
 
１
 
１

１
 
１
 
く

１

く

１
 
１



1 ． 上 腕 骨 爺 大 長 （ 右 ）

（左）
2 ． 上 腕 骨 全 長 （ 右 ）

（左）
3 ． 上 端 幅 （ 右 ）

（左）

3 ( 1 ) ､ 上 横 径 （ 右 ）
（左）

4． - ド 端 幅 （ 右 ）
（左）

5 ． 中 央 最 大 径 （ 右 ）
（左）

6． 1I '央最小従（右）
（左）

7 ． 骨 体 最 小 l i ' 1 ( 右 ）
/ 千 一 、

（,毎ノ

7 ( a ) ． 中 央 周 （ 右 ）
（左）

8 ． 頭 I 制 （ 右 ）

（左）
9 ． 頭 最 大 横 径 （ 右 ）

（左）

1 0 . 頭 晶 大 矢 状 径 （ 右 ）
（左）

l 1 滑 車 伽 （ 右 ）

（左）
1 2 ． 小 頭 ｜ 鵬 （ 右 ）

（左）
12 (a)．滑車小頭I隅 （右）

（左）

1 2 ( b ) ． 小 頭 I 隅 （ 右 ）
（左）

1 3 . 滑 車 深 （ 右 ）
（左）

1 4 肘 頭 窩 脈 （ 右 ）

（左）
1 5 . 肘 頭 窩 深 （ 右 ）

（左）
6/5骨体横断示数（右）

（左）

7 / 1 長 厚 示 数 （ 右 ）
（左）

9/10 骨頭断面示数（右）
（左）

11/4滑車上順示数（右）
（左）

表 7 上 腕 骨 計 測 値 ( m m )

1号人骨’2号人骨’3号人骨’4号人骨’5号人骨
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1 ． 僥 骨 最 大 長 （ 右 ）
（左）

1 b . 平 行 長 （ 右 ）
（左）

2 ． 僥 骨 機 能 長 （ 右 ）
（左）

3． 'H･体爺小周（右）
（左）

4． ′ H ･体横径（右）
（左）

4a． 'H･体I| '央横従(右)
（左）

4 ( 1 ) ． ’ 汁頭枇径（右）
（左）

4 ( 2 ) ． 弧 械 径 （ 右 ）
（左）

5． ′汁体矢状径（右）
（左）

5a．+l･体'| '央矢状径（右）
（左）

5(1)．′'1頭矢状径 （右）
（左）

5 ( 2 ) ． 蝋矢状径（右）
（左）

5(3)．′|｣l-  "  lfl    (右）
（左）

5 ( 4 ) ． 頚 周 （ 右 ）
（左）

5(5 ) ′間･体 I | '央周（右）
（左）

5(6 )． ｜､ ‐端｜陥（ｲ i )
（左）

3 / 2 良 厚 示 数 ( I i )
（た）

5/4 ’'1．体断面示数（右）
（左）

5a/4a 骨体'|1央断1m示数(右）
（左）

人骨の形質

表 8 僥 骨 計 測 値 ( m m )

｢T吾人骨|2号人骨|3号人骨|4号人骨|5号人骨 6 号 人 骨
205

205

203

203

197

198

34

35

13

14

13

13

17

17

11

11

10

10

10

9

17

17

12

12

55

54

39

43

38

38

26

26

17．26

17 . 6 8

76．92

71 . 43

76．92

69．23｜ ’
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1． 尺'|f･最大長 （右）
／ - ヂ ー 1

｛とエノ

2． 尺'fl･機能長 （右）
（左）

2 ( 1 ) . 肘頭骨頭長 （右）
（左）

3． 骨 休 最 小 間 （ 右 ）
（左）

6 ． 肘 端 ’ 幅 （ 右 ）
（左）

6 ( 1 ) ． 上 端 I 隅 （ 右 ）

（左）
7 ． 肘 頒 深 （ 右 ）

（左）
7 ( 1 ) . 肘弧鈎状突起 i ' l i " ( J r )

（ﾉ,三）
8 ｡ 肘 頚 i W i ( 右 ）

（左）

9 鈎 僥 面 前 （ 右 ）
（左）

1 ( ) 鈎 僥 面 後 （ 右 ）

（左）
1 1 ． 骨 体 矢 状 從 （ 右 ）

（左）

1 2 ． 骨 体 横 径 （ 右 ）
（左）

S 1l1央雌小稚 （右）
（左）

L ’'1央fit大従 （右）
（左）

C 1 l 1 典 ハ ' 1 ( 右 ）
（左）

3 / 2 腱厚示数 （右）
（左）

7/6 肘頭淡I隔示数（右）
（左）

8/6  111頭il,Ji l隔示数（右）
（左）

9/10鈎僥Ini示数 （右）
（ﾉI自）

11/12  'H､体横断示数（右）
（左）

S/L    '|!央樅断不数（右）
（ﾉI§）

1 号 人 骨 ’ 5 号 人 骨

表9尺骨計測値( n ' in )
1号人骨’2号人,骨 3号人骨

240

209

236

42

24

24

31

32

23

23

17
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7
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11
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44

2 0 . 1 0

95．83

95．83

87．50

87．5(）

80 . 0 0

63．64

100 .0 ( )

113 . 33

100 .0 ( )

93．33

｜
’
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表10 大腿骨計測値(mm)
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6 号 人 骨
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3 人 骨 の 特 徴

1号人骨（図版34．35）

図49 人工変形頭蓋（2号人骨、上面観(上)、側面観(下))  1/2

1

ﾉ、骨の特徴

頭蓋骨は脳頭蓋付近が保

存されている。縫合の閉鎖

具合によれば、60歳代半ば
の老年期の男性とみられる。

頭蓋骨（|ﾇ134のl、以‾ドIXI

34～45の人骨写真について

は、写真番号のみ記す）は

矢状縫合とi1'j側の側頭線が

盛り上力苛っており、あたか

も亀甲のような形になって

いる。頭蓋冠ｶぎ地甲のよう

な形になるのは、老人性に

加えて遺伝的な要素もある

らしい。3号と5号は1号

よりも若いから、それほど

ではないけれども、li i l様な

形になっているので、男性

3人（ 1． 3． 5号）の間

には血縁的な繋がりカゴあっ

たように思われる。

下顎骨（2．3号）は、

下顎枝が|幅広で立ち、下顎

切痕は浅い。咬筋粗面はIⅡ1

凸があって発達している。

咀噸筋が発達している。右

側!|1切歯（4）にエナメル

質減形成がみられる。エナ

メル質の表Imに縞状・溝状

が2本ほど認められる。上

顎I'1切歯の萌出は男性89カ

月、女性86カ月であるから

I

I

|／
U
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1号人骨の場合、7歳に至るまでに、’

5．6号人骨のも同様に認められる。

幸 〆

‐ 一

一 一
一一〆＝ー一一一一一■■一一一‐‐‾‐

ー ‐

、 ‾
､

｜ 、
‾ 、

‾

I 、

、

、

’

図 5 0 人工変形頭蓋

(4号人骨(上面観)と6号人骨(側面観))  1/2

り･人'間

人 骨

1リー人骨

- 8 3 -

2度ほど極度の栄養障害による危篤に陥ったらしい。

椎骨（5～8）の場合、頸椎（5．
6）の椎体と関節面ｶざ異常に広がっ

ている。胸椎（7）は椎体力:変形し

ている。腰椎（8）は椎体の変形と、

老人性の鰊突起がみられる。これら

脊椎の変形は、加齢による変形だけ
でなく、過酷な労働のため脊椎への

加重負担による変形の要素ｶざ大きい

ものと考えられる。

上腕骨（9）は、右上腕骨力ずかな

り大きくて、左上腕骨は普通の大き

さであった。左右とも筋肉質である。
この人は右手を激しく使用する労働
に従事していたものと思われる。前
腕骨の場合も右側が左側よりも大き

い。しかも両側とも筋肉質である。

尺骨頭(11 )滑車切痕ｶ㎡大きく拡張

している。激しい労働の結果このよ

うに拡張したものらしい。尺骨頭
(14)も同様に拡張している。
股関節の寛骨臼（12）と大腿骨頭

（13）にアレンの頸窩の鱒踞面がみ
られる。日常生活で鱒踞の姿勢ｶゴ多
くみられる1‾1本人には一般的に認め

られる面ではあるが、この人の場合、
鱒踞而ｶず非常に大きくなっている。
これは鱒踞（いわゆる中腰）の姿勢
で盛んに労働作業を行っていた結果
とみられる。

母指の末節骨の先端は扇形に聞い
ているが、この人の場合(15、左）

は、先端部力ざ切断された後、変形治

b

6

1



癒をしている。作業中の事故とも考えられる。左手の中節骨（第2指？、16)は指先付近に
力ｶ苛加わり、末節骨と共に骨が潰れて、変形したまま治癒している。やはり作業中の事故と
思われる。

大腿骨(17)と脛骨(18)は骨稜力ざ発達している。大腿骨は粗線力ざ発達して柱状形成にな
っている。脛骨は鉛直線が発達していて、しかも扁平で、断面力ざ菱形になる。大腿骨と脛骨
から、この人はかなり筋肉質な（筋肉労働の従事）人であったと思われる。
1号人骨は松坂古墳を築造した主人と思われる。松坂古墳は県下で最大級の前方後円墳で

あるから、この地方の首長墓と考えられる。その首長である1号人骨は、子供の頃に餓死寸
前の危機を2度までも乗り越えて生き延びている。成人になってからは右手を使って、中腰
の姿勢の過酷な労働に従事していた。作業が過酷なため加重負担によって脊椎に変形をもた
らしている。さらに指の損傷は作業中の事故と考えられる。首長である1号人骨は、一族の
生活基盤を支えるために、自ら労働に従事していたらしい。1号人骨力ざ従事していた労働の
種類（職業）については‘|意測に過ぎないけれども、「石工」を推測している。

2 2号人骨（図49、図版36．37）
頭骨の縫合の閉鎖の程度から、40歳代半ばの熟年女性とみられる。顔面はやや平坦になっ

ている（20)。顔を上から見ると右に傾斜している(19 ･ 20)。顔の左側力ざ前方に突き出て、
右側が引っ込んでいる。顔面の傾斜とほぼ平行に、後頭部の傾斜している(19)。頭頂骨は右
側が大きく膨らみ、左側はむしろ後退している。顔Im部の傾斜と後頭部の傾斜、それに脳頭
蓋の変形は（図49)、頭の下面観（23）でよく分かる。2号人骨の頭蓋の変形は、なんらかの
病気による変形とも考えられないことはないけれども、同じ型の変形が4号人骨にもみられ
るし、6号人骨も人工変形していることから考えると、やはり人工変形頭蓋とみられる。
乳・幼児期に仰向けに寝かせて、顔をやや左に向けて、板石様の重たい物を顔の上に寄せ

掛け（のせる）て変形したものと考えられる。鼻根部はより扁平になり、鼻骨の成長が悪く
右眼窩は変形、上顎骨と共に下顎骨も変形している。顎骨が変形しているため、|IM噌筋の発
達が弱い。下顎骨（25）は細くて、咀噛筋の停止面が弱い。2号人骨の場合、下顎骨の保存
が良くなかったので、同じ型式の頭蓋変形を行っている4号人骨（女性）の下顎骨を借りて
2号人骨に使用した（29．30)。写真から分かるように、下顎'H｡と上顎骨が大きくズレてい
る。これでは正常な発声はできないし、食事もおぼつかない。4号人骨の‾卜顎のオトガイ底
（下顎切痕）は幅12mmほどの平坦Imになっている(51)。食事にあたって下顎が自由に使えな
いため、机の上のような所に下顎をのせて口を動かしていたため、オトガイ底が平坦になっ
たのかもしれない。菊水町前原長溝遺跡の弥生中期の墳丘墓から発掘された女性の人工変形
頭蓋の例は、顔に板状の物をあてて、それを紐で前後・上下に縛って固定していたので、顔
全体が平面的になっていた。松坂古墳の場合は板石様の物を顔の上にのせて変形しているの

- 8 4 -
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で、人工変形の方法は異なるけれども、顔を変形させる点では前原長溝例と共通している。
大腿骨はかなり扁平になっているカゴ、粗線は発達していない。脛骨の鉛直線は発達してい

なくて、断面は菱形にならない。踵踞面のアレンの頸窩も顕著でない。椎骨は年齢の割に鰊
突起も少なくて健康的である。2号人女性は骨は、男性骨に比べて疲労度が格段に軽い。性
差による骨格の違いもあるけれども、それ以上に、（松坂古墳)の女性達は、男性に比べて、

より良い環境で育ったのではないかと考えられる。なお2号人骨には強い妊娠痕が認められる。

3 3号人骨（図版38．39）
頭骨の縫合の閉鎖の具合からみて、40歳代後半の熟年男性とみられる。2号人骨と3号人

骨は枕を共有して並んで埋められている（2号女性右、3号男性左）ので、二人は夫婦とみ
られる。頭蓋冠は矢状縫合及び側頭線ｶﾇ角ばって盛り上がりをみせており、1号人骨の頭と

よく似た形になっている。1号と3号の間に親子（血縁）の関係があるらしい。
-ド顎骨（36．37）は、下顎枝力ざ幅広で、切痕は浅い。咬筋粗面力訂よく発達している。下顎

隆起がみられるなど、かなり筋肉質といえる。頸椎（39）は椎体及び関節面ｶ寸広がりをみせ
ている。他の椎骨も同様である。過酷な労働による加重な負担によって椎骨に変形をもたら

したものと考えられる。前腕骨（40）は筋肉質であり、しかも右前腕は左前腕よりも大きい。
滑車切痕が大きくて、右手を盛んに使用する労働に従事していたらしい。股関節（42）の鱒
踞面であるアレンの頸窩は1号人骨と|司様に良く発達しているので、この人は鱒踞（中腰）
の姿勢で激しい労働を行っていたらしい。大腿骨(41)は粗線が発達していて、柱状形成に
なっている。

左手（第2指、38）の中節骨は複雑骨折をした後、変形治癒している。第2指全体に力が
加わり、指全体力雰潰れた後、変形梢癒したものとみられる。作業中の事故と思われる。

3号人骨は1号人骨と同様に、筋肉質であり、中腰で右手を盛んに使用するような労働に
従事していたらしい。3号人骨の職種については憶測にすぎないけれども「石工」を推測し
ている。

44号人骨（図50、図版40．41）
4号人骨は頭蓋骨の縫合の具合から、30歳代前半の壮年女性とみられる。舟形石棺に最後

に埋葬されたため、仰臥伸展葬の状態であった。頭蓋骨は上半分が腐敗していた。しかし頭

蓋の下半分力芽保存されていたので人工変形頭蓋であることが判明した(43-47)。頭骨の上面

観（46）と下面観（47）から分かるとおり、4号人骨の頭は2号人骨と同じように変形して

いる(図50)。顔面部は保存の部分が少ないけれども、2号と同様に左側力ざ前に出て、右側が

下力ずって、傾斜している。後頭骨は顔面と平行になって傾斜している。下顎は小さめで変形

しており、上顎とズレている。このような変形は病気も考えられるが、2号と同じ頭型にな
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っているから、やはり人工変形頭蓋と考えられる。下顎骨小さめであり、咀'爵筋の発達が弱

い。変形にともなって上顎との咬合がうまく咬み合っていないため、発声がうまくいかなか
ったものと思われる。下顎ｶゴズレているため食事の時は不便だったと思われる。オトガイ底
（顎下切痕）付近ｶず前後に12mmほど平坦面になっている(50･ 51)。この平坦面は、顔I IIiの変

形のため、板石様の圧迫具を固定するための紐の痕かもしれないけれども、下緑の平坦面力欝
|陥広〈て左右に長いことから、紐による緊縛のためではないらしい。食事などで下顎を動か
すのに不便なため、下顎を机のようなものの'2にのせて安定していたのではないかと思われ
る。長い年月の間、そうした生活週間によって、オトカ．イ底が平地に変形したものらしい。
4号人骨は、下肢骨に骨膜炎が診られる。また脊椎（特に腰椎）に鰊突起もみられる（変

形性脊椎症)。やや病質な女性であったらしい。大腿骨（53）や脛骨（54）は骨稜が発達して
いなくて、男性に比べてより良い環境に育ったらしい。妊娠痕は強い（52)。
4号人骨の骨盤腔から胎児の'|斗・が発見されさた（55)。後頭骨、前頭骨、右‾卜顎骨（長さ21

mm)、右脛骨（長さ28mm)の4点であった。脛骨の大きさからみて妊娠6カ月前後の胎児では
ないかとみられる。

4号人骨は1号人骨と石枕を共有して、並んで埋葬(1号男性左、4号女性右）されてい

るので、松坂古墳の主人夫婦とみている。ただその場合、1号と4号の年齢性30年以上ある
ことになる。さらに1号人骨のあと、2→3→4号の順に亡くなっている。したカゴって1号
人骨力ご埋葬されて4号人骨が追葬されるまでの間は、少なくとも数年（一般的には一世代）
の開きがあることになるから、4号人骨の胎児は1号人骨の子供ではなくなる。

5 5号人骨（図版42．43）
5号人骨は頭蓋骨の縫合の閉鎖の具合からみて50歳代前半の熟年男性とみられる。身長が

153.69cmと低くて、骨格は筋肉質ではあるものの、やや細[1であるから、小柄な男性であっ
たらしい。頭蓋冠が亀甲のように盛り上がる形になっており、1号や3号の頭型とよく似て
いる。1号と親子（血縁）関係にあるかもしれない（56～61)。

下顎骨は、下顎枝力T幅広くて、切痕力:浅い。咀噸筋の停止面はよく発達しており、筋肉質
である。上顎犬歯（63）にエナメル質減形成の縞状（溝状）が3本程認められる。上顎犬歯
の萌I-l '!は、男性の場合131カ月、女性の場合122カ月である。5号人骨の場合、約11歳までの

間に極度の栄養障害に3度ほど陥ち込んでいる。5号人骨は1号男性と同様、女性達に比べ
て育ちが良くない。

頸椎（64）は椎体及び関節面が拡張しており、かなりの重労働による変形とみられる。椎
骨には老人性の鰊突起もみられるけれども、やはり加重負担による変形がみられる。

手の基節骨（65）の遠位骨端力訂切断されて治癒している。中節骨と末節骨は切|折されて無
かったらしい。上腕骨（66）と前ll宛骨(67)は筋肉質で、右上肢力:左上肢より少し大きい。
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この人は体格ｶぎ小さいために骨もやや細目になっている。股関節のアレンの頸衞はよく発達
しているし、寛骨臼の踊踞面はかなり上位にあるので、この人は低い姿勢の踊踞で仕事をし
ていたらしい。大腿骨（70）と脛骨(71)の粗線と鉛直線はかなり発達しているので、横断
面が柱状形成と菱形になる。

6 6号人骨（図50、図版44．45）

頭蓋骨の縫合の具合から、50歳代後半の熟年女性とみられる。6号人骨の頭蓋骨は注目さ
れる（72～80)。眉間、鼻根、前頭部（額）の部分力ざ平坦で垂直になっている。額の平坦部か
ら頭蓋冠を一周して、IIH 2 cm程の陥凹がベルト（帯）状にみられる。紐（帯）で緊縛したた
めにできた溝とみられる。つまり2号人骨は額から鼻根部にかけて板状のものを押しあてて
それを紐できつく縛ることによって、垂直な平坦面を作ったものと考えられる。紐で前後に
緊縛したため、長頭（示数71.91)になったらしい。前頭部と紐状の溝の部分が青錆のような
色になっている。あるいは1次埋葬地では金銅の冠を着装していたのかもしれない。眉間付
近をI|!心に板状の物を押しあてたため、眼窩が少し変形しているし、鼻骨の発達が弱い。な
によりも前頭部が垂直で平坦になるから、生体では平坦さと絶壁さで、異様な顔立ちであっ
たと思われる。

6号人骨の変形は、2号や4号の変形とは型力部少し違っているけれども、顔に変形を加え
る点で共通している。

‐上顎切歯（82）にエナメル質減形成が2度ほど認められる。7歳になるまでの間、2度ほ
ど栄養障害に陥ち込んでいる。舟形石捕に埋葬されている2．4号女性は、男性に比べて、
より良い環境で育っているのに対して、この女性（6号）は幼児期に厳しい生活を経験して

いる。しかし大腿'汁（84)、脛骨（85）の形によれば、2．4号と同じように、よりよい環境
にいたらしい。

6号人骨女性の身長は148.89cmで平均的にあったが、四肢骨(83～85)は異常に細くて、

平均の半分程度のlllさである。帷骨に老人性の鰊突起はみられるものの、骨に病的な変化は
みられない。6号女性は非常に華箸な体格であったらしく、肉体労働は無理ではなかったか
と思われる。

4 松 坂 古 墳 の 人 骨

1 夫婦関係
松坂古墳の主人は舟形石棺の石枕に最初に埋葬された1号男性とみられる。1号男性と並

んで埋葬された4号女性とは夫婦（父母）ではなかったか。舟形石棺の下の方に（1．4号
と向かいあって）彫られた簡単な陥凹の枕を共有する2．3号男女は、1号の子供夫姉かも
しれない。1号主人よりも先に亡くなって、別の場所に埋葬されていて、箱式石棺に再埋葬
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された5．6号男女は、1号の両親（祖父母）とも考えられる。

2 男 性 （ 1 ． 3 ． 5 号 人 骨 ）
男性の頭蓋冠は亀甲のように盛り上がっており、頭の形に共通点がみられる。このような

頭型にどの程度まで遺伝的要素を認めてよいか検討を要するけれども、なんらかの血縁関係
は認めてもよいのではないかと思っている。男性頭蓋骨には類似点が多いのに対して、女性

の場合は顔型や頭型が違っていて男性に比べて類似点ｶ㎡少ない。
男性はいずれも筋肉質で、右上肢力:大きいし、関節而も大きく拡張している。右手を激し

く使用するような肉体労働に従事していたらしい。股関節のアレンの頸窩もよく発達してい
るので、鱒踞（中腰）で激しく仕事をしていたらしい。大腿骨は柱状形成力：発達しており、
脛骨は扁平でしかも菱形になっている。脊椎は椎体と関節面が拡張したり変形したりしてい
る。おそらく加重負担のためであろう。以上のように男性3体の形質には共通点が認められ
る。彼等は中腰の姿勢で右手を盛んに使用する過酷な肉体労働に従事していた人達であった
らしい。しかも指力ざ骨折したり切断していることから男性達の職業として「石工」が、一つ
の可能性として浮かんでくる。

古墳時代の首長や豪族は、一族の生活基盤を支えるために、率先して労働に従事していた
ように思われる。大分県の臼塚古墳は海部の首長と考えられているが、彼等は海人として潜
水作業に従事していた。玉名市の伝左山古墳の豪族は金工細工に従事していた。松坂古墳の
歴代の男性は石工（？）のような肉体労働に精を出していたらしい。

3 女 性
松坂古墳出土の3人の女性は、いずれも人工変形頭蓋であった。6号女性は眉間を中心に

板状の物をあてて、それを2cm幅の紐（帯）で頭に縛り付けて変形させた。そのため、この
女性の額は垂直で、しかも平坦になる。鼻根部も平坦になっている。この女性の生前は、顔
の上半分が絶壁のようになっていたものと思われ、異様な顔立ちといえる。一次埋葬地では
金銅の冠を付けていたのか、青錆のような色が付着している。

2．4号女性は顔の左側力ざ前方に出て、右側が奥に引き込んでおり傾斜している。顔と平
行に後頭部も傾斜している。仰向けに寝かせて、顔をやや左の方に傾けて、板石の様な物を
顔の上に寄せ掛け（のせる）たものと考えられる。韓国礼安里古墳（4世紀）の人工変形は
前頭圧平型ではあるが、変頭の手法は同じようである。

3人の女性（2．4．6号）は、お互いに、頭型や顔型か違っているので、血縁的な繋が
りは男性に比べて弱いように思える。ただ、女性の大腿骨は粗線が発達しておらず、脛骨は
扁平ではあるが、断而が菱形にならない。しかも脊椎は年齢の割りには健康的である。この
ことから、女性達は、男性に比べてより良い環境で育ったらしい。
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4 女 性 の 性 格
松坂1I1墳では、舟形石棺から男女各2体、箱式石棺から男女各1体、合計6体（男3、女

3）の人骨が!111,土した。女性の3体(2･4．6号人'汁）は、いずれも頭蓋骨が変形してい
た。病気による頭蓋の変形が考えられないことはないけれども、変形の方法に共通点力訂みら
れるので、やは|)人工変形頭蓋と思われる。2．4号人骨は板石状のものを寄せ掛け（のせ
る）たようである。6号人骨は眉間を中心に板状のものをあて、それを紐で縛りつけている
いずれも顔面を変形させいてる。菊水町前原長満遺跡の弥生''1期の墳丘墓から出土した人工
変形頭蓋の女性の場合も、顔面の変形であった。諸外|茎|の人工変形頭蓋力:脳頭蓋を変形して
いるのに対して、上記4例の場合は、いずれも顔面を変形している。

人工変形頭蓋が弥生時代中期と4111紀末の松坂j丑1･墳から出土したことは、かなり長い年月
に亘って変頭術の伝統が継続していたものと考えられる。これまでに人工変形頭蓋が出土し

ている地域は熊本県玉名郡菊水町出土の4例のみである。他地域からは未発見であるから、
変頭術がどの程度の広力:りをみるのか、今のところ分からない。過去に発掘されている古墳
の人骨を再検討すれば、あるいは類例力習増えるかもしれない。

松坂古墳出土の3体の女性人骨に人工変形頭蓋が認められた訳けであるが、変頭の目的を
考えてみたい。松坂古墳は首長墓と考えられるから、3人の女性が首長自身であったか、首
長の婦人（妻）かの、いずれかであろう。彼女達は、′H･の形質からみて、男性よりは、より
良い環境で育った人達であったらしい。

人工変形頭蓋の目的については、①弥生～古墳11手代の女性の一般的な風習、②上層階級の
女性達の風習、③祭祀を司る巫女（シャーマン）のような人達だけに施された。以上①～③
の目的が考えられる。①の場合であれば、過去にもっと類例が発兄されていてもよさそうに
思う。②の場合、いわゆる古墳}'11土の人骨は相当数に昇ると思われるので、類例力ざもっと多
く報告されていてもよさそうだ。筆者は③ではないかと思っている。

地域は限られるかもしれないけれども、弥生II寺代の王墓(前Ii(長洲遺跡)、古墳時代の首長
墓（松坂古墳）から発見されていることから考えると、地方の王クラスの一族の中の、限ら
れた女性に人工変形頭蓋が施されていたのではないかと思っている。限られた女性だけが変
頭される訳けであるから、一般的な凪習とは考えられない。変頭術は子供に大変な苦痛を強
いるので、母親の思い付きで変頭を施すことはないだろう。そうすると、目的をもって変頭
を行ったとしか考えられない。

熊本県lll鹿市方保田東原遺跡（国指定史跡）からは、遺跡のほぼI|1央（中心）付近の、竪
穴住居（弥生未）から銅鏡が一1rli出土した。その竪穴住居を切ってII-f墳初頭の祭祀遺構力爵発
掘された。竪穴住居床面からは熟年女性一人だけの足跡ｶず、祭祀遺構からは10歳と推定され
る少女一人の足跡が発見された。このことから、祭祀に女性が携わっていたらしいこと力f分
かった。しかも、遺跡の'|'で一帯力可祭祀場である可能性も出てきた。方保田東原遺跡におけ

ハ
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る足跡の研究の結果、弥生・古墳時代の祭祀に女性が携わっていたらしいことが分かった。
人工変形頭蓋の人達は皆女性であるから、彼女達も祭祀に携わる巫女（シャーマン）のよう
な性格の人達ではなかったかと考えている。

5松坂古墳の消長（人骨から）
松坂古墳の主人と考えられる1号人骨は60歳代半ばであった。古墳の築造は411t紀末とさ

れるから、1号人は西暦330年頃に誕生したらしい。2．3号人骨が1．4号人骨の子供夫婦
であるならば、一lll杙を越えて、4号人骨が死亡している訳けであるから、4号人の埋葬(古
墳の終結）は西暦420年代になるだろうか。箱式石棺に再埋葬された5･6号人骨が祖父母で
あるならば、5号人が15～20歳の時、1号人が誕生したとすれば、5号人は西暦300年より少
し前に誕生したことになる。

1．5．6号人骨の切歯又は犬歯にエナメル質減形成が認められる。成長期に極度の栄養
障害に陥るとエナメル質減形成ができる。彼等カゴヤマト政権から派遣された人であったなら
ば、当然のことな力ざら彼等は貴族であるから飢餓を経験しなくても済んだだろうから、彼等
（1．5．6号人）は派遣されてやって来た人達ではなさそうである。5．1号人は過酷な
労働にも従事していた。松坂III･墳の場合は、5．6号人の段階に地元（地方）の'l'から、し
だいに成長していったように考えられる。そして1号人（主人）の段階で、さらに大きく成
長を遂げたらしい。ヤマト政権とはどの時点で結び付いたか確かではない。主人である1号
人骨力㎡成長期に栄養障害があることから考えると、彼ｶず子供の噸はまだまだ弱小であったと
思われるカゴ、ヤマト政権との結び付きがたとえあったとしても弱いものだったように思われ
る。彼(1号人）力罫成人になった頃（西暦350年前後？）、一大勢力に成長したものらしい。
それには女'M逹の祭祀力翻大いに貢献したのではないかと,ILI,っている。

松坂古耽の人'|，｝
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1 足 跡の調査

V l l l ヒトの足跡

l トレンチの設定（区1版46～48）
後円部の段築を調査するために、墳項から東南方向にIIm2mの第5トレンチカざ設定された。

第5トレンチの墳項に最も近い所(II52m、長さ（東南方向)  4m)で足跡を調査した。足
跡調査のための調査区（2×4m)は、箱式ｲ了棺(2号イi棺）の南側3m程から始まってい
る。調査区付近は後円部の墳頂の一画に位置しているから、労働者達が古墳の‾ドの方から」二
を運搬してきて上りつめた最終目的地にあたる。労働者達は墳項のこの場所ま土を運んでき
て、次に土を降ろして、再び古墳を下って行ったものと考えられる。墳頂に設定された調査
IXの足跡は、運搬作業によって古墳を上り下I)する途中の足跡では無くて、土を運んで上っ
てきたII寺の足跡と、次に土を降ろして引き返すときの足跡と思われる。

2 足 跡 の 調 査

松坂古墳の場合、自然の地形を削り取っていって前方後円墳に仕上げていた。ただし、後
円部や前方部の墳頂付近は盛り土をしていた。

調査区付近は工事によって、既に表土が削平されていて、盛り土が露出していた。盛り土
（封土）の上面をほぼ水平になるように調整してから、足跡の発掘に取り掛かった。2×4
mの調査区から掘り出した土は、全て計量した。Al iliにおいて足跡を露出して、作図と石膏
による型取り力:終えたら、次に3～4cm掘り下げるとB面の足跡力:見つかった。順次、調査
区内を掘り下げて行ってA面からH面まで8面を調査した。H面の‾1,も封土は続いていたけ
れども、H程の都合でH面までとした。

3足跡のひろがり（図51～58）

A～H面の足跡の実測図と写真を図51～58、図版46～49に示している。F<151～58の場合、
各図の下の方（北ﾘﾘ）力:墳項（石棺）側になり、図の上の方は古墳の外にあたる。ほとんど
の足跡ｶ：、古墳の下（外）から上ってきて（図の下にI (Ijかって)、折り返して、古墳の‾卜（外）
に|句かって（図の上に向かって）歩いている。おそらく、|:を逆んできて、調査区付近で土
を降ろして、次に引き返した時に道された足跡と考えられる。墳項（石棺）付近は地山（赤
土）力罫盛り上がっていた。そのため洲査区の矛T棺に近い方（図の下部）では、E面く･らいか
ら地山が露出を始めた。地山からは当たり前のことだが、足跡は出なかった。
盛り土をする前は、この一帯は竹や雑木が生えていたらしい。それらを切り払ってから盛

土をしていた。盛止の‾ドから竹や雑木力ざ出土した。G面（図57）では、切り払った竹や雑木

- 9 1 -



を覆うために、粘土を張I)付けていた。粘土を固定させるため等高線に添って足で踏み間め
ていた。その後に山砂を盛り土した。粘土で密封された恰好の竹や雑木は、湿地から発見さ
れるときのように、葉は緑色をしていた。

2 足 跡

1 足 跡
足跡はA面からH1前までの8面から、合計274個発見された。一つの面から平均34個出土し

ている。なお、図51～図58の足の図に附している番号は団体番号である。
それぞれの面で、足の形と大きさから個人分類を行ったところ、A面12人、B ini10人、C
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面12人、D mil0人、E面9人、F面9人、G m12人、H面17人であった。一つの面から11～12
人分の足跡が発見されている。A面からH面までの延べ人数は91人であった。G面からA面
に至るまで盛り土をするのに延べ91人が土を運搬してきたものと考えられる。延べ91人は、
それぞれの面に平均3個ずつ足跡を遺している。調査区が墳頂にあって土運搬の最終|引的地
であったから、足跡も少なく付いたものとみられる。なお、一つの面に道された同一人物の
足跡は、1回の運搬で付いた足跡と仮定した。

2 個人の分類（表15）
足（跡）は、形や大きさに個人差（特徴）がみられる。また、足には男女差や年齢差力ぎみ

ヒトの足跡

｢7
U
31

▽

／
メ 凸

ﾉ ﾅ
ﾉ ′

夕

、

2 5 3 1 ゴヘ

4 〃
ｳ ｡

( ＝

、、

〆1
1／

向戸
藍 ｡

W

U
29

U

‾
r 、 2 9

吟 4
2 8

、

28

1

22

- - -、
2 5

”マム
］

＆
1 6

ｰ
23

図 5 3 C面の足跡 1 / 3 0

｢‾7

P
4

U

/ 声
3 4

2 月

。

&

ここ．

6
3 5

グ

。

、E
J I

ハ
( _ J

32

ぷ

〆 1
10

[こう
35

。
ｰ

図 5 4 D の 足 跡 l / 3 0

〃
句 再

- 9 3 -

／

､人

幸

ノ

へ
い
〕
２

二
噸

『
脂向

し
り
弧
唇
犯

ハ
、
麺
ワ
麹

お
“ 
ず

』
川

ぴ
・

爪
じ

八
川
Ｕ
”

凸
“ｎ
Ｕ

５

○
Ⅱ
い
い
）
溺

立
〃
”じ

つ
ｎ
Ｕ
”

３

の
Ⅲ
Ｕ
油

審
理



られる。A～H面から発見された274個の石膏模型を検討した結果、延べ91人の人々カオ土を運
搬してきたこと力ざ分かった。さらに、91名に分類した足跡を互いに比較して、足跡（同一人
物）を特徴別に分類していったところ、老若男女39名（口）に整理できた。つまり39名の人々
が古墳造りに参加していたことになる。足による性別判定は、現代Ⅱ本人、ベトナム人、パ
プア・ニューギニア人の成績をもとに判断した。各人の男女の判定過程については、紙数の

関係で省略する。

3 足の特徴（図6()～62）
1号人（成長期男性）は、足先が推形に開いており、しかも母指と小指が大きく外反する。
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2号人（成長期男性）は、足全体ｶゴやや外弩しており、母指と小指が直角に近く外反してい
る。3号人（成長期男性）は、足全体ｶぎずんぐりしていて、母指は外反、2～5指が外側に
やや傾斜している。4号人（青年女性）は、女性特有のやわらかさがあり、足先ｶ㎡長方形状
に膨らみ、指先が丸みをもっている。5号人（成長期男性）は、足全体が内弩して、しかも
足先が大きく広力罫っていて、母指と小指力罫前方に突き出ている。6号人（成長期男性）は、
携形に広がり、指先は丸みをもっている。7号人（青年女性）は、指先が直線的になり、母
指から小指に向かって傾斜している。8号人（成長期男性）は、足全体が柱状形で、母指と
小指力:横方向に外反している。9号人（熟年女性）は、足全体力：ぽってりしていて熟年の特
徴力ざよく出ており、指力ざ足底側に曲がっている。10号人（壮年女性）は、第1中足骨頭（遠
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位）が膨らみ、各指力:突出している。l1号人（熟年男性）は、柱状形になって、指先は丸み
をもっており、熟年のために母指と小指は外反しない。12号人（壮年男性）は、指が前方に
突出していて力強い感じを受ける。

4足の特徴（図63～66）
13号人（成長期女性）は、内側縁が直線的になり、外側縁は外弩する。14号人（成長期男

性）は、第5中足骨頭付近ｶざ膨らんでおり、母指が直線的に外反する。15号人（壮年男性）
は、内側縁ｶ内弩して、第4指だけが突出している。16号人（熟年女性）は、母指が突き出
ており、指先ｶ：傾斜している。17号人（青年女性）は、｜ﾉ1側縁はやや丸みをもっているし、
外側縁は直線的。18号人（熟年男性）は、母指が小さくくびれていて、指先力ざ直線的に傾斜
する。21号人（壮年男性）は、足の中ほどが膨らみ、母指付近が全体的に外反するし、小指
は反らない。22号人（成長期女性）は、丸みをもって外に反する柱状形で、足先が狭くなっ
ている。23号人（青年女性）は、老人のように帆広になっており、指先力餅直線的に強く傾斜
する。23号人のような足型の人は現代人の中にも稀れにみられる。24号人（青年女性）は、
女性らしいおとなしさがみられ、指先がほぼ水平になる。25号人（熟年男性）は、熟年らし
く足|陥力ざ広くなっており、指先力丁直線的に傾斜している。母指の基節骨付近が膨らんでいる。
26号人（青年女性）は、足先カゴボッテIノと膨らんでいる。27号人（熟年女性）は、熟年らし
く足|隅が広く、母指はそれほど反らない。28号人（熟年女性）は、母指と小指が前方へ突出
して、他の指先は直線的になる。

5足の特徴（図67～69）
29号人（熟年男性）は、熟年のために全体的にぽってりとしており、小指ｶ罫小さく外反す

る。30号人（青年女性）は、外側縁がやや膨らみ、指先は水平直線になる。31号人（熟年男
性）は、内・外両側縁が直線的になり、指先は丸みをもっている。32号人（青年女性）は、
播形に大きく広力:っている。33号人（青年女性）は、内側縁が大きく内弩して、第1中足骨
頭付近ｶざ膨らみ、母指力苛反っている。34号人（青年女性）は、第1''1足骨頭付近ｶ膨隆して、
指先は傾斜している。35号人（成長期男性）は、若い男性の足らしく、元気がよい。36号人
（成艮期女性）は、第1巾足'骨･頭付近力：大きく膨隆しており、病凪疾,態ではないかと,W,われ
る。37号人（青年女性）は、母指が大きく反っていて、第5中足骨頭付近が突出している。
38号人（壮年女性）は、第1 '|1足'肖頭がポツンとIII!ており、指先が水平直線になる。39号人
（成長期男性）は、第5中足骨頭付近が病的に膨隆している。
なお、どの足も母指と小指が現代人に比べて、大きく外反している。このような特徴は、

日常的に裸足（はだし）で生活していた人達の足の特徴であるから、39名は裸足生活者であ
ったと考えられる。
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3 性 別及び年齢
l 性別（表1 2 )

39名の労働者の性別は、男性が18名、女性が21名であった。女性の方ｶず3名ほど多かった。

2年齢推定（表12）

現代日本人、ベトナム人、パプア・ニューギニア人の足の大きさによる年齢推定式を用い
て年齢推定を試みた。39名のうち、最も若い人は1号人（男性）で10.33歳、最も高齢は16号
人（女性）で43.88歳だった。男女共に若い人（成長期）から老人（熟年）までいる。いわゆ
る老若男女の混成チームになっている。男性労働者18名の平均年齢は27歳(26.46±3.18、最
年少10.33歳、最高齢41.81歳)。女性労働者21名の平均年齢は26歳(25 . 53±2.51、最年少11.
04歳、最高齢43.88歳)。女性の方が男性に比べ1歳ほど若くなっているけれども、男女間の
年齢構成に有意差はない。

最年少は10歳と11歳であった力ざ、この年齢であれば十分働くことができたと思われる。
松坂古墳の古墳造りに駆り出された人 は々10歳の若い人から44歳の老人に至る老若男女で

あった。この人達がどのような性格（身分など）か分からない。一般的に、古墳造りは、若
い奴卿の人達が駆り出されて、鞭打たれながら働かされてきたように描かれてきた。
39名の労働者達が奴艸かどうかは分からないが、少なくとも、古墳造りには老若男女が参

加していたことがはっきりした。地元の農民ｶざ農閑期に駆り出されたのかもしれない。

3身長推定（表12)

現代人の身長推定式をもとに身長推定を試みた。青年期以降の成人の推定身長は
158.52（±3.35)  cm、女性が147.20 (=t4.70) cmであった．

1運搬回数（表14）

H面からA面まで盛り土をするのに、延べ91人力:土を運搬した。個体数は39名であったか
ら、一人平均2.33回の土を運んで米たことになる。l～39号人（39名）カゴ足跡を道した面を
整理したのが表3である。8面のI|1で2面に登場する人が多い(39名中28人)。1回だけ登場
する人はいない。最も多いのは4 1''lであり、4号人（女性）と23号人（女性）がいる。土を
運搬した回数は、男女を合わせた平均が2.3311'1であった。男性の平均は2.27回(±0.11)、女
性の平均は2.38回（±0.14)であった。女性の方力§ほんの僅か男性より働いているけれども
男女間に有意差はない。

各労働者の土運びのサイクルについて調べてみた。例えばA面とB面に連続して足跡を道

男 性 が

ヒトの足跡

4 労 働
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表12 年齢及び身長推定値
性別｜ 推定年齢 ( fm )

表 1 3 年齢及び身長推定値

|性別｜推定年齢(±m)

表14 足跡を遺していた面

推定身長 cm ( ± m )
121.22(  9.12)
128.09( 7.93)
156．37( 5.06)
146.26( 4.97)
145.47(11.26)
148.74( 3.97)
149.97（6.10）
153.30( 3.00)
149.24( 7.43)
152.75( 5.83)
158. 14(13.44)
163.87( 3.46)
123.08( 8.04)
146．26（9.49）
153.54( 2.88)
146.83 (10.59)
148.88( 2.00)
160.85( 9.67)
161.18( 4.30)
150.99( 4.75)
157.60（7.96）
143.62( 3.41)
146.19( 9.54)
146.82( 4.13)
157.67( 9.56)
147.10( 4.04)
147.53(  5.21)
145.23( 6.04)
156.99( 7.43)
145.30（3.55）
162.97( 5.75)
137.86 (14.94)
150.36（3.58）
157.98( 3.33)
159.73( 5.46)
138.71( 7.82)
142.27( 4.61)
149.75( 3.95)
145.66( 8．31)

推 定 身 憂 ( ± m )
134.50(0.38）
133．97 (1.79)
142.67 (2.32)
142.77 (4.89)

〃

男'性
女 性

〃

男 性
男 性
女 性
女性

〃

女性
ｿ)性

〃

女性
ﾂﾂ性
女 性

〃

男 性
〃

女 性
男 性

〃

女 性
〃

男 性
〃

女性
ﾘ)性
女 性

〃

〃

男 性
女 性

〃

男 性

出上面 ヘ 人

男性
J F

〃

男性
女 性
男 性
女 性

〃

出土lrli
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している場合は「1」とした。A面とD面の場合は「3｣ (A･B.C)に数えた。男女全体
の平均は3.22面（±0.19)であった。およそ3面に一度のサイクルで土を運搬してきている
ことが分かる（例えばE面に登場したら、次はB面に再び登場する(B･C．D=3面)。男
性だけの平均は3.43回（±0 31)、女性の平均は3.031MI (±0.24)であった。男性の方が女性
に比べて間隔が少し長いようにもみうけられるけれども、男女間に有意差はみられない。つ
まり男性と女性は同じように働いていた。3回に一度の割合で土を連搬して来ていることか
ら考えると、近くの場所から土を運搬していたようである。墳丘の外形を整えるために地山
を切崩した土を運搬していたものと考えられる。

調査区（2×4m)の盛土は、地山の砂礫層（山砂）
を削ったものを運んできたものであった。A～H面で

蕊
掘り出された土は、1 009単位で計量した。A～H面の
土の量は2267 . 8kgであった。2267.8kgの土を、延べ91
人の人達ｶゴ連搬してきたと考えられる。運搬量の一人
当たりの平均は24.921kgになる。発掘作業員の方に、
天秤棒の両端に番（もつこ）を1､‾げて、それに25kg (左
右合計）の土を入れて、古･墳を登ってもらったところ
極端に重くも軽くもなく、長期労働では適度な重さで図59

あろうということだった。

士の量と重さの関係を調べるため、墳丘上の別の地点で、同じ上質（砂礫、111砂）の盛り
土0.5m3について重さを測った。その結果、0.5m3の盛り土の重さは593. 4kgであった。A～H
1mの土の重さ力：2267. 8kgであったから、この部分の盛り土の容積は1 . 910853m3になる。一人
がl l''1に24.921kgの土を運搬しているので、これを容積にすると20. 998 4になる。

3 後 円 部 の 築 造
古墳は自然の地山（砂礫、lll砂）を削って整形していたが、後円部の墳頂(3段F1の上半

分）は削った地l l_Iの北を盛り土していた。この盛り土の作業に39名の老若男女が携わった。
後円部の盛り土の部分をiXl面の上で復元して、体積を計算したところ、1598 . 86602m3と推定
される。1人ｶずｰ度に運んでこれる土の量は20.998 Cであったから、後円部の蟠り土にあた
って76144回(1598 .86602÷0 . 020998 = 76143.73)土を運搬してきたことになる。後｢'I部の盛
り土が39名で行われたとすると、一人当たり1953IIII (76143.73÷39 = 1952 . 40)運搬したこと
になる。梅原教授力罫推測したように1人当たりの一日の労働量が1m､であるとするならば、
1 1]481rrl(量がlm3÷20.998=47.62)の連搬になるので、延べ1599人(76144÷47.62=1598.

- 9 9 -
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99)、一人当たり41H (1952.40÷48=40.9996)ずつ働けば39名で後｢ﾘ部を盛り土できる。も
ちろん地l｣|を削り出す人、その土を舂（もつこ）に入れる人、墳丘を整える人などが必要で
ある。

後円部外側の地山に砂礫土を削り取って、その土を墳項に運んでいる。（財)経済調査会発
行の『積算資料』によれば、土工事の場合、人力による切崩しは一人1日当たり5m3，床掘
りは2 .380952m＄とされている。この古墳の場合、切り崩しではあるが、墳丘を整えな力蕃らの
切り崩しであるから床掘りに近い作業と思われる。また地山から掘り上げた土は砂礫土の場
合、体積が1.2倍増加する。さらに番などへの積み込みについて、一人111当たりの土の量は
5m3と積算されている。

後円部の盛り土の量ｶ2131.82136m,と推定されるので、地山の削り出しにあたっては、896
人(2131 . 82136÷2 . 380952 = 895 . 37) "f必要になる。さらに39名の春に土を入れる役目の人
は、511人(2131.82136×1.2÷5=511.64)必要である。
後円部の盛り土を完成させるために、地山を削って土を準備する人が896人、その土を番に

入れてあげる人が511人、天秤棒に番を担いで墳頂まで運ぶ回数が76144回(1人当たり1952
回、延べ1 599人）になる。このほかに磯り土の後の法面の補強や調整などがあり、さらに人
数が必要になる。もし39名で地l11の削りから、積み込み、運搬まで行ったとすると、後円部
の墳頂の盛り土に延べ3006人(1599+896+ 511)が晶低必要と考えられる。39名で作業した
とすれば78日(3006÷39=77.08)を要したことになる。

5箱式石棺内の足跡
1 箱式石棺（図版49）
舟形石棺(1号石棺）と並んで箱式石棺(2号石棺）が出土している。箱式石棺からは集

骨された人骨が2個体埋葬されていた。男性は石棺の東端に、女性は西端にまとめられてい
た｡2体とも、別の場所に埋葬されていて、白骨化した状態のものを石柁に持ち込んだもの
と考えられる。石柁に埋葬される'1寺は、同時に埋葬されていた。石棺の床には板石力:敷かれ
ていた○床面の板石を取り上げたところ、その‾ドに粘土が敷かれていた。粘土の上面を露出
していたところ、ヒトの足跡が多数みられた。そのうち最後に付いたと思われる保存の良い
足跡だけを露出した。

2 石棺内の足跡
足跡は、石棺の長軸に添って、全て西方向をli'lいて、しかも左足の足跡だけが辿っていた。

前（西）からA(1．2)-D (3･ 5)-C (4･ 6)-B (7．8)号人の順に並んでい
て、一人が2個ずつ左足の足跡を還していた。これは想像だが、A～D号人力ざお互いに前の
人の肩をつかんで、右足は棺の外に州して、左足を棺の中に入れて、西の方（棺の長軸）を

- 1 0 0 -
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向いて床面の地均しを行ったものらしい。足跡を遺したA～D号人は、箱式石棺を構築した
作業員と思われる。方保田東原遺跡の箱式石棺（古墳）の場合は、乳児が埋葬されており、
床面からこの石棺を構築した若い男性（父親？）の足跡力ざ発見された。

3 足 跡 （ 図 7 0 )
石棺の中から8個の足跡ｶ苛見つかり、分類したところA・B･C･D号人の4人が、それ

ぞれ2化lずつ左足を遺していた。A号人（成長期男性）は、足先ｶず擴形に開いていてる。母

指と小指力:大きく外反している。特に小指は横方l i'lに突出している。第1 '-II足頭骨と第5中
足頭骨付近が、三角形状に膨らんでいる。A号人と1号人（図60）の足は、形と大きさが一
致するので同一人物とみられる。

B号人（成長期男性）は、足全体ｶ苛やや外弩している。母指と小指が直角に近く外反しな
がら突出している。第5中足頭骨付近力ざ膨らんでいる。B号人と2号人（図60)の足は、形
と大きさが一致しているので|司一人物とみられる。

c号人（成長期女性）は、第1中足頭骨付近が大きく膨隆しているので痛風疾患とみられ
る。足の後半分力ざ筒形になっている。母指は前外側へ突出している。小指は外側に膨らみな

がら前方に出る。指先の線が丸みをもちながら傾斜している。C号人と36号人（図68）の足
は、形と大きさが一致しているので同一人物とみられる。

D号人（成長期女性）は、足先の部分が外側に屈している。母指と小指は外に出る。第1
中足頭骨付近力ざ三角形に膨らむ。小指の外側線が内弩している。D号人と同じ形と大きさの
人は39名の労働者の中にいない。

石棺を構築したと思われるA～D号人の4人のうち、A・B．C号人の3人は、土運搬の
労働者の中に同一人物と考えられる人がいる。

4年齢推定（表13 ･ 16)
足の大きさは加齢と共に大きくなっていく。特に成長期にはいる子供達であれば、成長が

著しい。A～D号人はいずれも成長期であったから詳細な年齢推定ができた。現代人の年齢
推定式（〃＝40～43）を用いて年齢を推定した。A号人（男性)＝11.65歳。B号人（男性)＝
12.07歳。C号人（女性) =15.82歳。D号人（女性) =14.57歳。

A号人と1号人(10.33歳）は同一人物と考えられるから、両者の年齢の開きは1.32年(11.

65-10.33)｡  B号人と2号人(11.14歳）は同一人物と考えられるから、両者の年齢の開きは

0.93年(12.07-11.14)｡ C号人と36号人は(14.37歳）は同一人物と考えられるから、両者

の年齢の開きは1.45年(15.82-14.37)。

ヒトの足跡
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5 石棺と盛り土
墳丘の盛り土作業で働いた1．2．36号人は、墳丘力甜完成して、次に石柑を榊築する仕事

にも参加してる(A･B･C号人)。盛り土作業と石棺構築作業の間には、時間差があること
は確かである。1号人→A号人の年齢差1.32年、2号人→B号人の年齢差0.93年、36号人→
C号人の年齢差1.45年であった。3者の平均は1.23  (±0 16)年である。盛り土作業で働い
ている時と、箱式石棺を構築している時との間に1年3カ月の時間差力ざある。
39名が後円部の墳丘造りに参加した全員と考えた場合、7811M (前述）以上の労働が必要

になる。後円部の墳丘が完成して1年ほどして箱式石棺が築かれたことになるらしい(1.23
年-78日)。もっと多数の人力:働いて古墳を完成させたとしても、噴丘力葡完成して箱式石棺が
築かれるまでの期間は1.23年以内である。

6 舟形石棺と箱式石棺
発掘所見によれば、舟形石棺を埋めた後で箱式石棺を築いているから、前後関係でいえば、

舟形石棺力:古くて、箱式石棺の方力ざ新しぃ。

舟形石棺には4体埋葬されていたけれども、いずれも屍体が追葬されていた。箱式石棺の
方は白骨化した男女2体の同時埋葬であった。埋葬のll偵番は、まず最初に舟形石棺を埋めて、
①最初の遺体(1号人骨男性）を納棺して、石棺の外を青色粘土で覆う。そのあと②箱式石
棺を構築してl司骨化した男女2体（5．6号人骨）を同時に納めて蓋をする。③舟形石柿を
開けて2人目の遺体（2号人骨女性）を追葬する。以下3人I=1 (3号人骨ﾘ)性）を追葬する‘
最後に4人目（4号人骨女性）を舟形石柑に迫葬して、松坂IIf墳の埋葬は終了する。
舟形石棺を埋めて、次に箱式石棺を築いた訳けであるが、iili石棺の間の時間差は接近して

いたのではないかと思われる。後円部の墳丘が完成して1年（1.23年）ほどして箱式石棺か
築かれたらしいので、両石棺の時間差は1年以内でなければならない。
箱式石棺に埋葬された男女2体は、すでに「I骨化していた訳であるから、古墳築造開姑以

前に死亡していて、別の場所に仮埋葬されていた可能性が高い。舟形淌棺に最初に埋葬され
た男性（1号人骨）は遺体が納められているから、箱式石棺の2人よりか後に死亡したもの

と考えられる。松坂古墳の主人と考えられる舟形石棺の最初の被葬者(1号人'汁）は、1I1墳
力ざ完成して|洲もなく、死亡したらしい。1号人骨は生前に古墳の築造を開始しており、死の

直前（少なくとも1.23年以内）に墳丘が完成していたらしい。足跡の研究により、松坂古墳
は寿墓と考えられる。寿墓の例に岩戸山T{f墳力ざある。筑紫国造磐井の墓とされる岩戸山古墳
は、「生平之時預造此墓」（『筑前国土記｣）とあ')、寿墓の例としてよく知られている。

箱式滴棺内の足跡
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労働に‘駆り出されたものと思われる｡39名が運搬した土の量は､一人l l''l当たり24.921kg(20.
998 4 )であった。
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５
 
５
 
５
 
７
１
５
１
５
 
７
１
６
 
５
 
５
 
５
 
６
 
６
１
５
６
 
５
 
６
 
４
 
５
 
５
 
５
 
５
６
 
５
１
５
６
 
６
 
５
 
５
６
 
６
５
 
６
１
５
 
５



０
９
３
５
１
２
７
０
３
５
０
５
０
１
０
５
９
６
３
７
７
８
３
４
７
１
２
４
３
５
１
０
３
５
９
９
７
９
３
１
０
０
０
２
２
１
３
８
０
０
０
１
０
９
８
０
４
９
７
０
０
１
３
４
１
９
０
４
０
９
７
４
０
５
０
２
０
３

Ｎ
躯
、
懇
躯
諏
叩
恥
地
犯
唖
却
肥
”恥
抑
“油
翠
醒
沁
率
認
哩
皿
恥
池
弛
恥
晒
恥
皿
四
哩
皿
晒
顕
恥
晒
“祁
即
却
叩
”澱
”““即
皿
恥
幽
恥
泗
邸
鰹
皿
邪
唖
恥
幽
恥
咽
叩
諏
沌
郡
恥
、
”叱
泗
却
肥
哩
恥
即
卿

７
８
 
８
１
８
８
 
８
１
６
８
８
１
８
 
７
 
７
１
７
 
７
１
７
 
７
１
７
 
７
７
７
 
７
 
７
 
７
 
８
 
７
 
７
 
６
７
 
８
 
８
 
７
７
１
７
７
７
７
７
１
８
 
７

ヒトの足跡

表15-(2)
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G l H I l J K L M

人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人

口
百
口
言
ロ
万
口
石
口
弓
ロ
万
ロ
呑
口
写
ロ
呑
口
舂
口
石
口
百
口
呑
口
写
ロ
百
口
弓
ロ
写
ロ
呑
口
方
ロ
万
、
呑
口
言
ｎ
万
口
言
ロ
言
〕
万
ｎ
万
口
万
巨
万
ロ
万
ロ
言
凹
言
口
万
〕
弓
 
画
写
凹
亨
耳
石
ロ
呑
口
万

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅱ
吃
Ｂ
皿
嘔
陥
面
唱
珀
訓
副
型
 
詔
 
型
 
踊
 
茄
 
諏
 
鎚
 
調
 
帥
訓
鑓
 
詔
 
劉
 
妬
 
粥
 
諏
 
謁
 
調

５
０
３
０
４
６
７
６
０
７
０
６
０
５
５
１
８
６
８
９
６
９
３
３
７
１
９
７
０
０
１
８
７
９
７
６
７
３
３
３
０
６
０
７
６
８
７
２
３
７
０
２
０
７
５
７
４
４
４
８
０
８
０
４
０
４
３
５
３
６
７
５
６
０
０
２
３
７

２
５
８
０
１
０
８
６
０
２
９
０
４
４
２
２
７
７
７
７
８
９
１
０
６
５
８
３
０
７
１
７
６
０
６
８
６
６
３
７
６
１
５
９
４
７
１
４
３
２
２
５
８
６
７
５
１
２
１
２
０
３
５
８
０
１
８
２
４
０
６
１
８
２
８
８
８
４

７
５
８
９
５
９
６
６
３
７
５
０
４
０
０
０
６
２
３
７
１
９
６
２
１
５
７
５
２
３
６
０
８
２
２
２
７
９
２
４
９
０
８
８
９
２
１
５
０
４
６
９
９
８
９
２
１
０
４
７
３
１
８
０
８
８
３
７
５
５
３
９
３
６
２
１
６
８

１
２
 
６
 
６
１
４
１
５
１
７
１
６
１
５
１
９
 
６
８
１
２
 
４
２
６
１
５
１
７
１
７
１
８
 
８
１
５
１
４
４
１
６
 
７
８
 
７
 
７
１
８
１
７
１
９
１
４
１
７
８
６
 
４
１
６
１
７
１
４

１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１

０
８
７
５
０
０
７
８
３
３
０
１
０
３
０
６
６
９
９
９
１
７
８
８
０
０
３
４
８
６
４
７
０
９
０
２
０
０
３
３
０
３
０
２
６
４
０
３
３
３
０
７
０
６
８
３
３
７
０
７
０
８
７
９
３
５
０
６
３
０
３
２
４
６
０
６
３
０

５
３
１
２
０
０
０
２
８
２
７
９
６
８
０
０
５
６
８
４
７
２
８
５
０
０
３
５
８
８
４
３
５
６
０
２
０
１
３
３
６
２
９
２
４
４
５
２
８
６
２
１
０
５
８
０
４
０
０
５
０
１
６
０
４
９
０
７
４
０
８
６
１
０
２
２
３
２

７
０
１
３
１
４
２
５
４
８
２
０
７
４
８
６
１
４
０
９
７
９
６
１
６
２
９
９
７
４
０
０
８
９
８
１
９
７
５
９
１
７
２
５
９
８
２
７
４
１
１
５
７
４
１
２
４
２
０
２
６
４
１
８
１
６
２
８
４
５
５
４
３
７
７
５
６
５

２
１
３
 
４
 
４
３
３
１
４
 
３
 
４
 
４
 
４
 
４
１
２
 
３
３
 
４
１
３
 
４
１
３
 
４
３
 
３
 
４
４
 
４
１
４
 
４
１
４
１
４
１
４
１
４
４
４
 
４
 
４
 
３
４
３
３

０
８
０
０
７
１
３
６
３
１
０
３
０
１
５
３
７
５
０
６
０
９
８
５
０
５
１
９
３
３
６
４
７
６
４
２
７
０
０
３
０
０
０
４
０
９
０
６
７
５
０
８
０
０
８
２
９
３
６
１
０
２
７
５
６
３
０
７
４
８
３
２
６
７
０
１
７
８

０
２
０
２
５
８
５
３
８
３
５
７
２
８
７
９
６
７
０
９
０
５
３
９
０
６
１
１
１
０
５
９
６
８
４
２
６
５
０
９
８
８
０
４
０
７
０
０
１
６
８
９
２
７
８
２
２
２
８
４
６
９
１
８
８
５
５
１
１
３
３
３
８
６
２
９
１
８

６
１
２
８
６
９
６
８
０
５
７
９
０
５
７
７
０
６
０
６
３
７
２
６
６
２
９
２
４
８
０
１
９
６
１
９
１
７
７
５
０
１
８
５
６
０
０
５
１
６
８
６
３
３
０
０
６
０
９
９
８
７
１
５
２
３
１
５
７
４
３
４
６
６
３
２
９
５

６
１
６
６
 
６
 
７
 
６
 
７
 
５
 
７
 
７
８
 
７
 
５
６
１
６
８
１
６
８
８
 
７
８
１
５
６
１
６
８
１
６
 
７
 
８
１
７
１
６
７
７
６
 
７
 
６
 
６
 
６
６
１
６

０
５
０
９
６
３
３
７
３
４
０
８
０
８
０
３
４
５
２
３
０
３
３
２
３
３
９
０
５
５
６
９
０
５
２
２
０
０
７
９
０
７
０
６
３
０
３
２
０
０
０
７
０
４
０
３
３
２
４
３
０
１
０
３
１
８
０
９
９
５
０
４
６
４
０
４
０
４

５
６
０
２
８
５
｜
ひ
４
８
５
１
３
０
４
５
０
４
９
２
６
０
２
６
７
３
２
８
６
２
８
５
０
５
４
２
４
０
９
６
５
２
２
７
３
２
８
８
１
０
９
０
８
４
５
０
７
４
１
１
１
２
８
５
９
７
３
５
５
２
３
５
６
８
３
０
７
０
９

４
４
６
４
７
４
３
６
８
４
７
４
１
６
９
６
９
４
２
４
４
５
３
２
６
７
９
６
８
５
１
６
９
７
１
３
９
４
４
６
９
３
６
２
９
２
１
４
２
４
１
１
８
７
０
５
４
４
３
７
３
５
７
４
８
５
０
４
８
５
３
４
８
３
７
２
７
４

２
２
 
２
３
２
 
２
 
３
２
２
 
３
３
３
２
 
２
 
２
 
３
２
 
３
２
 
３
 
２
 
２
 
２
 
３
 
３
３
 
２
 
３
 
３
３
３
２
２
 
３
２
２
２
 
２
 
２



表15-(3)
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(） P Q R B ／ A C ／ A B＋C / A B - C ／ A

人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人

口
万
口
万
口
写
凹
筍
口
万
口
万
口
万
ロ
呑
口
万
ｎ
万
口
筍
ｎ
万
口
万
ロ
写
ロ
呑
口
万
口
万
凹
万
両
方
Ⅱ
一
勺
 
ロ
万
回
す
ロ
ガ
ロ
万
〕
写
凹
万
口
呑
画
写
向
で
ｎ
万
口
君
ｎ
万
Ｍ
〃
口
写
ｎ
万
ｍ
万
山
一
〃
 
応
万
Ｍ
〃

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
皿
哩
Ｂ
 
皿
 
賜
 
略
 
画
 
唱
 
四
 
訓
 
皿
 
浬
 
泌
 
塑
 
泌
 
郡
 
” 
詔
 
調
 
扣
弧
 
犯
 
詔
 
弘
 
弱
 
粥
 
訴
 
弼
 
謂

０
９
０
３
３
３
０
４
７
０
０
９
０
３
０
４
７
５
６
１
４
７
８
８
３
１
０
７
５
６
２
２
７
１
１
２
３
９
７
１
０
９
０
９
１
２
０
２
７
７
０
８
０
９
０
５
３
９
１
８
０
３
７
７
０
５
３
８
７
３
７
８
６
９
０
７
７
６

０
７
０
７
４
８
８
２
１
３
０
３
８
６
５
９
６
１
５
５
１
６
８
９
３
３
０
４
７
９
２
７
１
４
１
６
８
０
１
４
４
９
７
４
３
１
０
９
６
０
２
６
８
１
０
５
４
１
７
０
４
４
６
５
０
３
８
１
５
９
６
８
８
４
６
０
１
２

１
７
５
５
７
５
９
８
４
８
４
９
１
１
６
７
１
１
９
１
９
４
４
８
０
２
２
９
７
８
５
４
１
３
９
８
８
９
１
７
７
６
４
８
８
８
５
７
２
０
１
２
０
７
３
８
５
５
２
０
１
６
５
５
３
５
０
６
８
９
１
２
６
０
２
９
３
８

７
 
６
 
５
 
５
 
６
 
６
 
６
１
６
６
１
５
１
６
６
 
７
 
６
６
６
１
７
１
５
 
６
 
６
 
７
 
６
５
 
５
６
１
６
 
７
 
６
 
５
 
６
１
６
６
 
６
７
６
７
 
６
１
６
６

０
４
７
９
３
０
０
３
０
７
０
９
０
８
５
２
３
８
７
４
０
６
０
５
０
１
７
５
８
０
２
８
０
２
４
８
７
０
０
５
０
７
０
６
５
６
０
８
０
４
０
２
０
６
５
２
４
０
４
７
０
２
７
１
９
２
７
１
６
１
７
９
４
８
０
２
３
０

０
２
６
０
４
６
０
２
５
１
３
０
２
３
７
１
３
５
６
７
０
８
５
０
０
６
６
２
８
５
２
７
５
３
４
７
１
０
５
０
８
９
５
３
８
１
０
３
５
１
４
２
０
６
７
９
１
８
１
６
６
０
１
３
２
０
１
３
８
４
６
０
１
０
６
２
３
２

６
４
８
７
８
８
７
７
５
５
７
６
１
４
７
５
５
４
５
２
４
４
５
６
８
３
４
８
６
５
４
５
３
４
１
３
３
５
０
１
２
４
５
５
２
４
８
４
１
４
５
４
３
５
１
２
２
３
８
６
４
６
１
３
５
５
４
３
４
２
３
５
６
５
６
４
３
７

３
３
３
３
３
３
３
４
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

５
８
７
１
７
９
７
９
７
２
０
０
０
４
５
８
４
１
１
９
７
０
０
８
０
６
９
６
０
９
４
３
７
７
２
４
０
９
３
６
０
７
０
５
８
３
３
３
０
１
０
０
０
７
５
２
１
７
４
０
０
１
３
２
０
２
３
０
３
６
３
８
６
７
０
１
７
７

２
３
１
３
５
９
８
２
６
３
５
９
４
０
７
６
４
５
１
６
５
６
５
２
０
３
８
４
０
３
４
５
１
１
２
８
０
２
８
６
６
９
４
５
０
７
３
０
５
８
８
６
６
０
７
６
７
０
１
３
６
２
８
９
０
３
３
５
４
３
８
８
８
２
０
４
１
３

１
５
２
３
４
１
１
３
２
４
１
４
３
４
３
５
４
２
２
３
３
３
１
４
６
１
２
４
３
３
０
４
２
４
２
４
４
５
２
３
９
３
２
２
４
４
３
１
４
２
０
４
４
２
２
３
３
４
０
５
２
３
５
３
３
３
３
３
５
３
３
４
３
２
３
１
４
３

９
９
 
９
９
 
９
９
９
 
９
９
９
９
 
９
８
１
９
９
９
９
 
９
 
９
 
９
８
 
９
９
９
９
 
９
９
 
９
 
９
 
９
 
９
９
 
９
９
９
９
９
９
 
９

０
１
３
１
４
５
０
４
３
２
０
８
０
８
０
３
６
４
９
８
４
６
０
８
３
９
４
８
８
４
６
５
７
２
７
２
０
２
７
４
０
６
０
２
２
７
３
０
３
０
０
２
０
９
８
１
３
６
９
３
０
７
７
５
７
１
７
８
１
０
７
６
７
１
０
５
７
１

５
５
８
８
１
９
６
９
３
３
５
８
２
６
５
７
５
８
８
１
１
９
５
９
３
７
４
８
３
９
５
２
１
８
６
１
０
２
６
３
２
２
６
０
６
５
８
４
３
２
６
２
６
２
３
８
４
７
２
０
０
８
１
８
５
５
１
４
７
８
６
０
５
６
８
５
１
７

０
４
９
９
２
１
２
４
６
４
３
２
２
２
１
１
３
３
１
３
８
６
２
２
３
３
６
５
３
２
７
５
０
３
６
２
４
５
３
２
９
７
８
５
４
３
３
２
６
５
０
４
８
９
３
４
２
２
２
４
１
５
６
６
０
２
５
２
３
１
５
６
３
４
９
４
４
３

１
 
９
 
０
０
 
０
０
０
０
 
０
０
０
 
０
 
０
 
０
 
０
 
０
０
 
０
０
 
０
０
 
９
０
０
０
０
 
９
０
 
０
 
０
０
 
０
０
０
 
０
０
０
９
０

１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１

１
 
１
 
１
 
１

１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１

１

１ ３
７
２
１
４
９
３
６
６
３
１
０
３
２
６
８
９
８
０
５
２
７
１
７
２
１
０
１
８
５
２
２
７
３
６
４
３
２
３
８
２
３
５
７
４
６
９
７
４
３
５
７
２
１
２
２
８
９
２
０
１
４
７
５
４
５
６
２
３
８
２
９
４
８
９
１
９
２

３
２
１
１
１
１
７
１
９
１
０
０
４
６
４
０
２
０
８
５
９
５
６
２
６
５
６
２
３
３
２
６
８
１
０
８
４
３
８
６
８
７
０
１
１
０
９
９
０
８
７
４
２
８
４
８
８
７
７
９
３
５
０
６
８
９
０
６
６
７
６
２
４
５
９
２
４
９

３
３
１
４
８
５
７
３
２
６
７
５
０
２
１
４
１
３
３
２
４
４
６
５
７
２
２
８
５
２
５
５
３
２
５
２
７
２
８
４
９
５
５
３
４
３
６
１
４
５
４
１
７
３
０
２
０
７
５
４
８
３
４
４
３
２
４
３
７
３
８
４
７
２
３
７
２
４

５
 
５
 
４
 
４
 
５
 
４
 
５
 
４
 
５
 
４
 
５
 
４
 
４
 
５
 
４
 
５
 
４
 
５
 
４
 
４
 
４
 
４
 
５
４
 
５
 
４
 
４
 
５
 
５
４
 
４
 
５
 
４
４
 
４
 
４
 
４
 
４
 
５

２
５
３
６
９
１
０
１
６
１
８
４
９
５
７
８
５
６
４
６
９
３
０
６
２
７
２
８
２
７
８
５
７
４
０
８
６
５
５
９
４
６
６
６
６
１
６
６
４
８
６
７
１
１
０
７
６
３
７
８
７
３
４
６
８
３
２
９
９
１
２
３
６
８
１
４
４
９

８
３
３
６
２
６
９
８
９
４
４
９
４
５
５
９
２
０
７
８
３
４
１
３
３
５
９
１
１
６
９
７
８
２
２
２
８
７
５
４
３
８
９
３
４
３
１
８
２
４
２
９
２
６
５
８
５
６
５
８
５
３
６
２
４
３
７
８
８
２
６
０
２
７
６
６
２
６

１
２
２
１
７
３
０
２
４
３
８
３
９
３
７
１
１
３
６
１
２
４
８
３
４
４
１
４
８
４
１
２
７
４
０
２
６
３
９
２
０
２
９
３
０
２
８
２
１
２
８
２
７
２
０
１
２
４
９
２
０
４
９
１
６
１
５
２
６
２
８
３
７
１
７
３
２
３

３
 
３
 
２
 
３
 
３
２
２
２
３
 
２
３
 
２
 
３
 
３
 
２
 
３
 
２
 
３
 
２
 
２
 
３
 
２
 
３
２
３
２
 
２
 
３
 
３
 
２
 
３
３
２
２
２
２
 
２
 
２
 
２
 
３

５
７
４
７
２
８
３
５
２
６
８
２
２
４
３
４
４
２
５
９
１
７
０
２
４
２
２
３
０
５
０
１
４
８
６
２
９
９
８
１
６
６
１
５
０
６
５
０
８
２
１
８
３
７
１
７
４
５
８
９
８
７
１
７
３
７
８
５
２
１
４
５
０
５
９
５
２
４

１
７
４
２
４
２
６
１
９
５
４
６
９
０
０
７
５
１
５
６
３
８
７
３
９
４
５
４
５
６
２
６
７
４
２
６
２
６
３
６
１
２
０
４
６
７
１
４
２
５
０
８
４
４
９
６
４
５
２
３
８
９
７
１
３
０
７
９
５
７
２
８
７
３
５
１
７
７

５
４
３
５
５
８
８
５
７
８
５
６
９
４
９
３
２
４
０
２
７
６
４
７
１
２
４
１
３
５
７
６
１
５
５
２
４
４
８
６
０
４
５
４
４
４
５
３
５
７
３
３
４
５
０
２
３
１
５
５
８
５
３
４
０
３
９
５
４
４
７
５
４
３
１
０
４
６

８
 
８
 
７
 
７
 
８
 
７
 
７
 
６
８
 
７
 
８
 
７
 
８
 
８
１
７
８
 
７
 
８
 
７
 
７
 
８
７
８
 
７
８
 
７
 
７
８
 
８
１
７
 
７
 
９
２
７
６
７
 
７
 
７
 
７
１
８

１
１
９
０
５
７
４
４
９
２
３
０
４
５
９
１
４
５
６
７
３
１
１
５
０
６
８
５
６
７
４
８
０
９
７
３
６
１
８
３
８
９
９
８
８
９
２
３
０
６
９
２
０
７
２
８
２
５
５
６
４
８
３
５
６
９
４
５
３
２
０
８
７
１
８
２
５
０

５
１
７
４
８
３
８
０
９
０
５
１
９
７
８
２
０
５
０
５
５
８
５
９
３
９
６
２
２
７
２
８
０
８
８
４
５
１
２
５
４
９
０
７
６
５
８
５
８
８
４
６
０
５
９
９
３
５
１
９
７
１
４
０
３
３
３
７
７
０
０
５
１
９
３
２
２
５

１
３
８
３
０
３
６
３
７
５
８
６
０
４
３
５
０
４
７
３
２
５
８
４
３
６
０
６
７
４
３
５
６
３
４
４
０
４
９
３
９
７
５
４
３
２
８
３
２
４
６
２
０
３
９
３
８
５
６
５
７
５
４
９
７
３
８
２
０
４
０
４
０
２
６
５
０
５

２
 
１
 
２
 
１
 
１
 
１
 
２
 
１
 
２
 
１
 
２
 
１
 
１
 
２
 
１
 
２
 
１
 
２
 
２
 
１
 
１
 
１
 
２
 
１
２
 
１
 
２
 
１
 
１
 
１
 
１
 
１
１
１
１
２
 
２
 
２
 
１
 
２



ヒトの足跡

表15-(4)
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D ／ A E ／ A F ／ 2 指 r - 、 ／ 、 ＋ 垣
L 丁 ／ 乙 丁 日 C ／ B H ／ B I ／ B H ／ I

人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人

口
弓
口
弓
回
万
ｎ
万
口
呑
口
弓
ロ
万
両
方
ロ
呑
口
毒
ロ
百
口
万
口
言
ロ
マ
ロ
言
ロ
マ
ロ
万
ロ
万
口
百
口
呑
口
石
口
弓
巨
万
ロ
弓
ロ
万
ロ
呑
口
呑
口
写
ロ
言
ロ
呑
口
で
ロ
呑
口
舂
口
万
口
弓
口
万
再
言
口
言
口
呑

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
皿
吃
昭
皿
鴫
妬
 
Ⅳ
略
 
岨
 
訓
 
副
 
型
 
鴎
 
劉
 
閉
 
沁
 
諏
 
泥
 
羽
 
訓
 
訓
 
犯
 
謁
 
劉
 
妬
 
妬
 
諏
 
犯
 
調

４
２
６
６
７
４
４
８
９
２
４
１
７
１
４
１
６
７
７
４
３
３
６
６
７
９
８
４
３
８
４
２
０
５
０
７
１
５
２
８
０
４
５
５
７
９
３
９
５
３
７
９
１
１
７
２
５
１
２
７
１
５
７
９
２
６
５
７
２
５
０
０
９
７
８
２
６
５

６
７
８
５
７
４
９
２
３
４
９
３
０
２
５
８
４
４
４
４
８
７
６
３
７
５
７
４
６
６
０
８
９
５
３
４
９
８
９
４
２
２
７
２
６
７
５
６
６
６
５
５
８
８
４
１
０
７
１
５
１
８
４
１
４
４
４
１
３
１
５
４
５
６
４
６
４
５

４
９
２
５
４
６
５
５
１
４
４
５
９
７
０
４
４
４
８
２
３
３
７
５
３
３
２
５
５
３
３
３
６
３
８
４
６
３
９
２
４
５
６
３
６
４
５
２
７
２
８
５
７
２
７
４
９
２
５
５
６
３
６
２
９
３
６
３
６
２
２
５
５
５
７
１
６
５

７
７
 
７
 
７
 
７
 
７
 
７
 
７
 
７
 
７
 
７
７
７
 
７
 
７
 
７
 
７
 
７
 
７
 
７
 
７
７
 
７
 
７
 
７
７
 
７
 
７
 
７
 
７
 
７
７
７
７
７
 
７
７
７
 
７

５
３
３
２
１
８
１
７
４
５
０
１
３
０
２
６
７
７
０
０
７
０
３
５
６
０
７
８
８
２
９
７
３
９
５
０
０
５
９
８
３
０
５
２
２
４
９
０
７
５
０
６
４
３
０
１
７
８
５
２
８
２
５
０
０
３
５
６
８
８
１
７
２
８
８
７
３
８

３
４
０
０
４
３
０
６
４
２
６
２
１
１
２
７
０
０
８
４
６
４
２
０
９
９
７
０
４
６
５
４
１
１
３
６
８
６
３
４
２
６
６
３
５
８
６
２
８
０
３
２
５
０
９
４
２
７
５
７
２
９
４
７
４
５
５
４
１
４
８
２
５
４
７
５
１
８

１
１
７
３
０
５
９
６
５
４
９
５
５
８
７
４
６
９
２
６
７
４
５
６
５
０
３
２
５
６
４
９
４
５
６
３
６
３
７
５
１
２
８
８
１
６
０
３
４
４
１
２
１
６
７
６
２
５
８
５
７
６
０
７
８
６
３
６
１
４
６
６
２
７
１
５
６
３

６
６
 
７
 
６
６
 
６
 
６
 
６
 
６
 
７
 
５
６
６
 
６
１
６
 
６
６
 
６
 
６
６
６
６
６
 
７
 
６
７
 
６
６
 
７
６
６
６
６
６
６
 
５
６
７
６

８
９
１
８
１
２
３
５
５
５
６
１
６
０
６
５
２
４
４
９
７
２
９
６
２
２
４
６
２
８
６
６
５
６
２
７
４
６
３
４
１
７
８
０
９
３
５
６
１
８
２
０
２
５
３
７
７
７
５
６
３
０
９
６
４
５
６
９
６
７
０
４
６
９
８
２
５
５

６
８
９
７
４
５
５
８
１
８
１
８
８
１
４
３
２
９
１
９
６
６
１
１
２
４
０
１
５
０
２
２
５
１
３
１
１
３
５
０
５
２
９
６
９
２
８
９
５
１
３
１
８
８
６
９
５
５
２
３
５
９
９
８
５
２
８
５
４
６
１
８
４
８
０
９
０
１

１
３
８
３
５
３
５
４
８
４
６
３
３
４
０
４
７
５
２
２
０
３
６
３
９
２
７
５
６
３
８
３
５
４
５
３
５
３
３
２
８
３
４
３
６
４
３
１
５
２
３
３
６
２
４
３
２
３
６
４
４
１
６
１
３
３
５
２
７
２
８
２
７
４
４
０
６
４

３
２
 
２
２
 
２
 
２
 
２
 
３
２
 
２
 
３
 
２
 
２
 
２
２
 
２
 
２
 
２
 
２
 
２
 
２
 
２
 
２
 
２
 
２
 
２
 
２
 
２
２
２
 
２
２
 
２
 
２
 
２
２
２
 
２
２

２
９
９
８
９
２
７
５
５
５
４
１
４
０
４
５
８
４
６
９
３
２
１
６
８
２
６
６
８
８
４
６
５
６
８
７
６
６
７
４
９
７
２
０
１
３
５
６
９
８
８
０
８
５
７
７
３
７
５
６
７
０
１
６
６
５
４
９
４
７
０
４
４
９
２
２
５
５

３
８
０
７
５
５
４
８
８
８
８
８
１
１
５
３
７
９
８
９
３
６
８
１
７
４
９
１
４
０
７
２
４
１
６
１
８
３
４
０
４
２
０
６
０
２
１
９
４
１
６
１
１
８
３
９
４
５
７
３
４
９
０
８
４
２
１
５
５
６
９
８
５
８
９
９
９
１

８
３
１
３
４
３
４
４
１
４
３
３
６
４
９
４
２
５
７
２
９
３
３
３
０
２
２
５
３
３
１
３
４
４
４
３
４
３
６
２
１
３
５
３
３
４
６
１
４
２
６
３
３
２
５
３
７
３
３
４
５
１
３
１
６
３
４
２
２
２
１
２
２
４
５
０
３
４

６
７
 
７
 
７
 
７
 
７
 
７
 
６
 
７
 
７
 
６
７
 
７
 
７
 
７
７
 
７
 
７
 
７
７
７
 
７
 
７
７
 
７
７
 
７
 
７
 
７
 
７
 
７
７
７
７
７
 
７
７
７
 
７

４
８
４
４
１
７
２
５
９
３
５
７
５
９
０
８
４
１
９
４
３
７
７
２
２
２
９
８
３
８
７
４
０
０
６
１
１
０
０
２
５
１
９
３
０
２
３
５
４
７
３
２
９
０
３
４
３
０
５
０
６
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表16 石棺内出土の足跡の計測値
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図68 足の拓本（33～36号人）2／5
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図70 足の拓本（石棺出土のA～D号人）2／5
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お わ り に

発掘調査
1996年1月、工事!|1に偶然の機会に舟形石棺が発見された。舟形石棺の発見によって、こ

こが古墳であることが判明した。県下で最大級の前方後円墳になる可能性を秘めていたので、
本格的な発掘調査に当たって、万全な態勢をとるために準備に多少の時間を費やさざるを得
なかった。1997年10月から測量を開始して、11月から発掘調査を開始、1 998年3月に発掘を
終了した。発掘調査に当たっては、県教育庁文化課（担当島津義昭主幹）の指導を受けなが
ら、特別調査員の小田富士雄福岡大学教授・田辺哲夫玉名市立博物館長・坂田邦洋別府大学
助教授の指導・教示のもとで進行した。

松坂古墳
松坂古墳は、これまで前方後円墳の可能性ｶ㎡指摘されながらも、自然の山に落ち着いてい

た。ところ力ざ偶然に舟形石棺力欝発見されたことにより、古墳であることがはっきりした。古

墳であるならば墳形が問題になるし、自然のl｣|を利用して石棺だけを単独に埋めたものかも

しれない。発掘に当たってはいろいろな場面を想定しな力ざらトレンチを増やして行った。

松坂古墳の場合、葺石や埴輪を使用していない、しかも大部分が地山を削り取って形を整

えていた。トレンチに現れた段築の高さ、左右対称性、〈ぴれ部の状態、遺物の出土等々に

ついて追跡して行った。その結果、松坂古墳は前方後円墳と考えざるを得なくなった。円墳
でもないし、まして自然の山でもなかった。

松坂古墳は前方後円墳と考えられる。自然の山を利用していた。後円部と前方部の墳項付

近には盛土を行って、他は地|｣｣を削り出して整形している。後背の山に連なる陸橋部は断ち
切らずに、形式的に段築を設けている。濠は古墳に近い方では形成されたけれども、濠の外

堤は初めから築かれることはなく、自然の地形力:そのまま利用されたらしい。

松坂古墳は4段築造であった。うち最下段(1段目）は基壇（段）になっていたらしい。

前方後円墳はほぼ西向き(N -105度-W)。古墳の長さ（墳長）は134m (±4m)と推定さ

れる。後円部は高さ12m、直径82m･前方部は高さ12m (推定)、長さ64m、幅69m・くびれ

部はIIg58 m、高さ12m・墳頂平坦面の直径25m。

後円部の墳頂から（舟形石棺の西側繩掛突起が古墳の中心点）舟形石棺1基と箱式石棺が

1基発掘された。舟形石棺からは成人男女各2体、計4体の人骨ｶざ出土した。箱式石棺から

は成人男女各1体力爵出土した。副葬品は箱式石梢の6号人骨の中から管玉と小玉が各1個出

古墳の規模

内部主体

お わ り に
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土したにすぎない。

舟形石棺は阿蘇溶結凝灰岩で造られておI)、形式的には北肥後I型に分類される。llf墳の
近くで製作されたものらしい。舟形石棺は棺蓋ｶざ屋根形になり、棺身は舟くり状突帯があっ
て、底は丸味をもっている。枕は両端にあるが、東側の枕は台状に造り出しているのに対し
て、西側の枕は円形に凹めている。類例に経塚古墳（玉名郡天水町）がある。経塚石棺に比
べて形式的にはやや古いように思われる。経塚石棺は4世紀末に編年されているから、松坂
古墳の舟形石棺もその頃に編年できるかもしれない。

土師器の壷と甕
盛土の1'1から2個体分、I11表上層からl個体分、計3個体分の土師器の甕(2)と壷(1)

が出土している。‐占墳の築造を始める頃は、自然の山であったから、ヒトがこの場所で活動
する機会は少なかったと考えられる。3個の土師器は墳項部力苛周辺に削り落とされた盛土の
中と、旧表土から出土しているから、古墳の築造と関わり力欝あったかもしれないし、そうで
ないとしても、それほど掛け離れた時期のものとは思われない。

複合口縁の壷は類例ｶ：山下古墳（玉名市）にある。l｣_I -ド古墳は4世紀後半に編年されてい

るから、この壷も4世紀後半～末頃かと思われる。2個の甕も|司時期とみられる。

松坂古墳の古さ
松坂古墳の舟形石棺は、柏の形式からみて4世紀末頃に編年が考えられる。また古墳築造

開始時期が間接的に知られる土師器は、いずれも4世紀後半～末噸に編年されるだろう。

松坂古墳は4世紀末に築造されたものらしい。舟形石棺には父母とその子供と考えられる

夫婦が追葬されている。1号人骨（成人男性）は古墳を築造した当人と思われ、4世紀末に

舟形石棺に最初に葬られた。その後、2号→3号→4号人骨の11偵番で追葬されているから、

最後に葬られた4号人骨は5世紀に入ってからであろう。

人 骨
舟形石棺からは4体、箱式石楯からは2体、計6体の人骨が出土した。舟形石棺の4体は、

1号（男性）→2号（女性）→3号（男性）→4号（女性）の順に追葬された。1号人骨力ざ

松坂古墳を築造した当人と思われる。1号と4号、2号と3号が枕を共有していたので、そ

れぞれ夫婦とみられる。1 ･ 2号は父母、3 ･ 4号はその子供夫姉ではなかったか。箱式石

柁の5．6号人骨は祖父母と考えられる。

人工変形頭蓋
人骨6体のうち、女性3体は、いずれも顔面部を人工的に変形していた。2．4号人骨は

顔を横を向くように、6号人骨は眉間の部分ｶ司垂直で平坦になるように変形されていた。弥

生時代の人工変形頭蓋力§同じ菊水町の前原長溝遺跡の墳丘墓から1111土している。弥生時代か

- 1 2 2 -



ら古墳時代にかけて王

あったように思われる

れない。

(首長）一族の女性の中には、人工的に頭を変形する風習（習慣）が
彼女達は巫女（シャーマン）として祭祀を執り行っていたのかもし

頭 の 位 置

舟形石棺では追葬に当たって先に葬られている人の頭を上下逆に置き換え、しかも顔の部
分を、男は棺の中を向くように、女性は楯の外（小l_]側の外）を|句くように置かれた。箱式
石棺の男女2体は、初めから白骨を納めているので、男女共に頭は舟形石棺と同じように置
かれた。先葬者の頭をこのように置き換える風習は、松坂古墳とその周辺だけで行われてい
た風習かどうか、これから合葬者の頭の配置に注目してみたい。

清原古墳群
清原台地は南北800m、東西60()mあり、台地の西を北から南へ菊地川が流れている。菊地

川に而した台地上に、雄略天皇名が銀象嵌された太刀で有名な「江田船山古墳」をはじめと
して11i墳が点在する。現在、清原台地のほぼ中央を切通しの県道が南北に貫いているので、
県道側（船山1II墳のある方）と東側台地は異質な感じがする。しかし、元は同じ台地の続き
である。松坂11i墳は清陳台地の南端で、県道より東側にあるけれども、やはり清原台地の古
墳群の一つと考えられる。

清原台地のTI墳群の11'では、これまで京塚古墳（円墳、舟形石棺、5世紀）が最も古くて、
「江川船l｣I古墳」（5世紀末～6世紀初)、塚坊主古墳(前方後円墳、横穴式石室、装飾古墳）
を経て、松坂古墳の北側にある横穴で、清原台地の古墳群は終息するらしい。清原台地の古
墳群は船lll古墳を盟主とする一連（一族）の代々の古墳とみられる。松坂古墳は4世紀末に
編年されるので、清原台地の古墳群の中では最も古くなる。江田船山TII墳を1世紀ほど遡る。
菊地川の両岸に位置する菊水町及び玉名市では舟形石棺が多数ll'1土している。これらの舟

形石柑の製作地は確認されていないけれども、清原台地付近が想定されている。松坂古墳の
被葬者（ﾂj性）の形質から考えると、彼等が舟形石棺製作の首長であった可能性が考えられ
ないことはない。松坂-il,墳から南へ1.6kmに山卜古墳（玉名市山部|Ⅱ）力､ある。I｣I下古墳は墳
長59mの前方後円墳で、地山を削り取って墳丘を完成している。lll下古墳では舟形石棺(2
基）と壺棺（2基）がfl1!土している。|_l 1下古墳冊I土の壺棺と松坂Tli墳HI!土の壺は形がよく似
ているので、両古墳の時期は近いと思われる。ll｣下古墳から松坂1I1墳（清原台地）へ支配構
造が移行してきたとも考えられる。または松坂古墳とは別に、山部田地域に別の首長(豪族）
グループが存在していたのかもしれない。

お わ ’ ） に
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図 版 1 航 空 写 真
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第3トレンチの発掘

第3トレンチ
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図版29 濠底の掘鑿痕（上：25トレンチ、下：21トレンチ）
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図版 4 0 4 号人骨

4 ハ

1 b

45

イ ワ
1／

〃
己
ｐ

Ｔ
Ｆ



一
一
一
一
一
一
一
宮
一
一
一
■
’一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
ｍ
一
段
一
＄
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
’一
一
口
一
宮
一
一
ｅ
一
一
一

▽
鍋
。

, ’

18

ノ
餐

, 鋪

5(）

雷

49

図版414号人骨(N｡55は4号人骨の骨盤腔から発見された胎児骨）
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図版 4 2 5 号人骨
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図版 4 3 5 号人骨
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図 版 4 4 6 号人骨
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図 版 4 5 6 号 人 『 骨
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図版46足跡（①A面、②B面、③ ｡④C面）
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図版47 足跡（⑤D面、⑥E面、⑦｡⑧F面）
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図版48 足跡（⑨．⑩G面、⑪．⑫H面）
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図版49 石棺内の足跡（⑬．⑭）
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